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大好き！
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石
崎
保
育
園
は
、
公
立
保
育
園

の
民
営
化
方
針
に
よ
り
、
3
月
31

日
で
閉
園
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
25
年
に
旧
石
崎
町
役
場
を

使
用
し
「
石
崎
保
育
所
」
と
し
て

創
設
。
そ
の
後
、
昭
和
27
年
に
認

可
さ
れ
、
平
成
元
年
に
現
在
の
場

所
で
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

石
崎
奉
燈
祭
の
時
期
に
な
る
と
、

園
内
で
太
鼓
を
た
た
い
た
り
、
小

さ
な
奉
燈
を
担
い
だ
り
、
祭
り

ご
っ
こ
を
楽
し
む
園
児
た
ち
。
祭

り
の
前
日
に
は
、
小
さ
な
奉
燈
を

担
い
で
地
域
を
練
り
歩
く
な
ど
、

ふ
る
さ
と
愛
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

3
月
19
日
に
行
わ
れ
た
閉
園
式

で
は
、
園
児
に
よ
る
踊
り
「
海
の

子
ソ
ー
ラ
ン
」
や
、
歌
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
石
崎
奉
燈
祭
を
再
現

し
て
、
保
護
者
の
太
鼓
や
か
ね
に

合
わ
せ
て
年
中
・
年
長
児
が
奉
燈
を

担
ぎ
、
祭
り
さ
な
が
ら
の
熱
気
で

会
場
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
最

後
に
祭
り
の
町
内
色
に
合
わ
せ
た

色
の
風
船
を
飛
ば
し
、
保
育
園
の

72
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

田
鶴
浜
保
育
園
は
、
石
崎

保
育
園
と
同
様
に
3
月
31
日

で
閉
園
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
26
年
に
東
嶺
寺
で
「
田

鶴
浜
保
育
所
」
と
し
て
開
設
。

そ
の
後
、
昭
和
49
年
に
現
在

の
場
所
で
園
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。

園
の
向
か
い
に
は
高
齢
者

施
設
が
あ
り
、
互
い
に
行
き

来
し
て
交
流
し
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
田
鶴
浜
曳
山
木
遣

太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
か
ら

太
鼓
を
教
え
て
も
ら
い
、
住

吉
大
祭
で
披
露
す
る
な
ど
、

地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。3

月
19
日
に
行
わ
れ
た
閉

園
式
で
は
、
地
域
の
人
や
保

護
者
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
、

石崎奉燈祭の地元で、
72年にわたり地域の皆さ
まに見守られ、2,336人の
園児が巣立っていきまし
た。
園児たちは石崎奉燈祭

石崎保育園
園長　宮本 玲子さん

71年の長きにわたりたくさんの地域の子どもたちを送り出してきました。
当園は、伝統文化の継承や行事など、地域の皆さまとの触れ合いや交流を大切に
してきました。子どもたちは小さい時から主体的に遊び、達成感や満足感を味わう
経験を積み重ね、そのプロセスが、異年齢児や周りの人と積極的に関わる姿に反映
されていると思います。
皆さまに愛された田鶴浜保育園は閉園しますが、子どもたちが新しい保育園で健
やかに育ってくれることを願い、今後も見守っていきたいと思います。

田鶴浜保育園　園長　端山 治枝さん

思
い
出
の

園
舎
に
別
れ

こ
れ
ま
で

あ
り
が
と
う

72
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た

71
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た

田鶴浜保育園 石崎保育園

園
児
に
よ
る
歌
や
木
遣
り
太

鼓
、
曳
山
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
な
様
子

を
見
せ
た
園
児
た
ち
は
、
お

世
話
に
な
っ
た
園
に
「
あ
り
が

と
う
」
と
伝
え
ま
し
た
。
最
後

に
園
児
や
先
生
、
保
護
者
な

ど
が
風
船
を
天
高
く
飛
ば
し
、

保
育
園
の
71
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

を中心に、四季を通して地元ならではのたくさん
の経験をすることができました。養泉寺への散歩
や石崎漁港で地元の特産品である石崎エビ、なま
こに触れるなど、さまざまな体験を通して心と体
を育んできました。子どもたちには、当園で培っ
た経験とたくさんの人々の温かさを胸に、これか
らも健やかに成長することを祈っております。
これまで温かく見守っていただいた皆さま、お
世話になり、ありがとうございました。

3月31日閉園3月31日閉園
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石
崎
保
育
園
は
、
公
立
保
育
園

の
民
営
化
方
針
に
よ
り
、
3
月
31

日
で
閉
園
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
25
年
に
旧
石
崎
町
役
場
を

使
用
し
「
石
崎
保
育
所
」
と
し
て

創
設
。
そ
の
後
、
昭
和
27
年
に
認

可
さ
れ
、
平
成
元
年
に
現
在
の
場

所
で
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

石
崎
奉
燈
祭
の
時
期
に
な
る
と
、

園
内
で
太
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を
た
た
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、
小
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な
奉
燈
を
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い
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、
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に
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を
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で
地
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を
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に
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。
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再
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中
・
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で
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場
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月
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。
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和
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年
に
東
嶺
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で
「
田

鶴
浜
保
育
所
」
と
し
て
開
設
。

そ
の
後
、
昭
和
49
年
に
現
在

の
場
所
で
園
舎
が
完
成
し
ま

し
た
。

園
の
向
か
い
に
は
高
齢
者

施
設
が
あ
り
、
互
い
に
行
き

来
し
て
交
流
し
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
田
鶴
浜
曳
山
木
遣

太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
か
ら

太
鼓
を
教
え
て
も
ら
い
、
住

吉
大
祭
で
披
露
す
る
な
ど
、
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に
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し
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て
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し

た
。3

月
19
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に
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わ
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閉
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で
は
、
地
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の
人
や
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者
な
ど
約
70
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が
参
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し
、

石崎奉燈祭の地元で、
72年にわたり地域の皆さ
まに見守られ、2,336人の
園児が巣立っていきまし
た。
園児たちは石崎奉燈祭

石崎保育園
園長　宮本 玲子さん

71年の長きにわたりたくさんの地域の子どもたちを送り出してきました。
当園は、伝統文化の継承や行事など、地域の皆さまとの触れ合いや交流を大切に
してきました。子どもたちは小さい時から主体的に遊び、達成感や満足感を味わう
経験を積み重ね、そのプロセスが、異年齢児や周りの人と積極的に関わる姿に反映
されていると思います。
皆さまに愛された田鶴浜保育園は閉園しますが、子どもたちが新しい保育園で健
やかに育ってくれることを願い、今後も見守っていきたいと思います。

田鶴浜保育園　園長　端山 治枝さん

思
い
出
の

園
舎
に
別
れ

こ
れ
ま
で

あ
り
が
と
う

72
年
の
歴
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に
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園
児
に
よ
る
歌
や
木
遣
り
太

鼓
、
曳
山
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
な
様
子

を
見
せ
た
園
児
た
ち
は
、
お

世
話
に
な
っ
た
園
に
「
あ
り
が

と
う
」
と
伝
え
ま
し
た
。
最
後

に
園
児
や
先
生
、
保
護
者
な

ど
が
風
船
を
天
高
く
飛
ば
し
、

保
育
園
の
71
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

を中心に、四季を通して地元ならではのたくさん
の経験をすることができました。養泉寺への散歩
や石崎漁港で地元の特産品である石崎エビ、なま
こに触れるなど、さまざまな体験を通して心と体
を育んできました。子どもたちには、当園で培っ
た経験とたくさんの人々の温かさを胸に、これか
らも健やかに成長することを祈っております。
これまで温かく見守っていただいた皆さま、お
世話になり、ありがとうございました。
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よ
つ
ば
保
育
園
は
、
少
子
化
の
流

れ
で
園
児
数
が
減
少
し
、
3
月
31
日

で
閉
園
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
58
年
に
鵜
浦
保
育
園
・
三
室

保
育
園
・
海
の
子
保
育
園
・
湯
川
保

育
園
を
統
合
し
て
開
園
し
、
5
９
１

人
の
園
児
が
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
地
域
で
、
の
び
の
び
と

育
ち
ま
し
た
。
園
で
は
、
地
域
の
人

の
田
ん
ぼ
や
畑
で
収
穫
を
体
験
し
た

り
、
毎
年
10
月
末
に
開
催
の
「
よ
つ

ば
ま
つ
り
」
で
、
地
域
の
人
と
一
緒

に
獅
子
舞
を
披
露
し
た
り
と
、
自
然

や
文
化
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。

3
月
26
日
に
行
わ
れ
た
閉
園
式
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
写
真
で
振

り
返
り
、
地
域
の
人
に
惜
し
ま
れ
つ

つ
39
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

田
鶴
浜
中
学
校
の
跡
地
に

建
設
を
進
め
て
い
た
田
鶴
浜

こ
ど
も
園
が
完
成
し
、
3
月

5
日
、
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

木
造
平
屋
建
て
の
新
園
舎

は
、
各
保
育
室
か
ら
直
接
園

庭
へ
出
ら
れ
る
テ
ラ
ス
が
設

け
ら
れ
、
建
具
の
ま
ち
田
鶴

浜
に
ち
な
み
、
各
部
屋
の
室

名
札
に
は
組
子
細
工
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

園
を
運
営
す
る
和
倉
温
泉

福
祉
会
の
伊
賀
正
道
理
事
長

は
「
い
ろ
い
ろ
な
人
の
ご
苦

労
、
思
い
が
あ
っ
て
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
。
感
無
量
」

と
話
し
、
茶
谷
市
長
は
「
心

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
お
願
い
し
、
地
域
社
会
全

体
で
支
え
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

四季折々に変化する自
然の中で591人の子ども
たちがのびのびと育って
きました。
獅子舞や豊年太鼓、収

よつば保育園
園長　千割 美幸さん

あかくらこども園は、豊かな自然に囲まれた三引町で、平成20年に公立三引保育
所と端保育所を統合して和倉温泉福祉会「あかくら保育園」として開園しました。
子どもたちは、地域の皆さまに親しまれながら元気に育ってきました。
平成30年に「認定こども園」に移行し、この度、地域の皆さまのご尽力により田
鶴浜中学校跡地に「あかくらこども園」と「公立田鶴浜保育園」が統合して、和倉温
泉福祉会「幼保連携型田鶴浜こども園」として開園しました。
子どもたちの豊かな心と体を育み、幼児教育の大切さを常に考え、田鶴浜の伝統
文化やさまざまな体験などを通して、一人一人が輝けるこども園になるよう努めて
まいります。

田鶴浜こども園　園長  川上 郁江さん

忘
れ
な
い

大
好
き
だ
よ

新
し
い

園
舎
完
成

39
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た

田
鶴
浜
こ
ど
も
園

落
成
式

田鶴浜こども園 よつば保育園

あかくらこども園での思い出 穫体験などを通して地域の皆さまから学んだこ
とは、子どもたちの宝物となりました。
保育園で過ごした思い出や友だちとの絆を大
切にし、感謝の気持ち、思いやりの心をもって
大きく羽ばたいてほしいと願っています。
これまで子どもたちのためにご支援いただい
た全ての皆さまに感謝申し上げます。本当にあ
りがとうございました。

3月31日閉園3月22日開園
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つ
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保
育
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は
、
少
子
化
の
流

れ
で
園
児
数
が
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少
し
、
3
月
31
日

で
閉
園
と
な
り
ま
し
た
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福
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の
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長

は
「
い
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労
、
思
い
が
あ
っ
て
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
。
感
無
量
」

と
話
し
、
茶
谷
市
長
は
「
心

豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
お
願
い
し
、
地
域
社
会
全

体
で
支
え
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

四季折々に変化する自
然の中で591人の子ども
たちがのびのびと育って
きました。
獅子舞や豊年太鼓、収

よつば保育園
園長　千割 美幸さん

あかくらこども園は、豊かな自然に囲まれた三引町で、平成20年に公立三引保育
所と端保育所を統合して和倉温泉福祉会「あかくら保育園」として開園しました。
子どもたちは、地域の皆さまに親しまれながら元気に育ってきました。
平成30年に「認定こども園」に移行し、この度、地域の皆さまのご尽力により田
鶴浜中学校跡地に「あかくらこども園」と「公立田鶴浜保育園」が統合して、和倉温
泉福祉会「幼保連携型田鶴浜こども園」として開園しました。
子どもたちの豊かな心と体を育み、幼児教育の大切さを常に考え、田鶴浜の伝統
文化やさまざまな体験などを通して、一人一人が輝けるこども園になるよう努めて
まいります。

田鶴浜こども園　園長  川上 郁江さん

忘
れ
な
い

大
好
き
だ
よ

新
し
い

園
舎
完
成

39
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た

田
鶴
浜
こ
ど
も
園

落
成
式

田鶴浜こども園 よつば保育園

あかくらこども園での思い出 穫体験などを通して地域の皆さまから学んだこ
とは、子どもたちの宝物となりました。
保育園で過ごした思い出や友だちとの絆を大
切にし、感謝の気持ち、思いやりの心をもって
大きく羽ばたいてほしいと願っています。
これまで子どもたちのためにご支援いただい
た全ての皆さまに感謝申し上げます。本当にあ
りがとうございました。

3月31日閉園3月22日開園
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登録名  七尾の嫁暖簾
花
嫁
の
れ
ん
で
ま
ち
お
こ
し
を
し
て
き
た
関
係

者
に
と
っ
て
、
文
化
財
登
録
は
大
変
光
栄
で
、
と

て
も
う
れ
し
い
知
ら
せ
で
し
た
。

平
成
16
年
に
始
め
た
「
花
嫁
の
れ
ん
展
」
は
、

一
本
杉
通
り
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
べ

く
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
東
京
の
雑
誌
編
集
者

に
「
花
嫁
の
れ
ん
は
魅
力
的
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
一
本
杉
通
り
商
店
街
の
お
か

み
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
の
れ
ん
を
集
め
、
商
家

や
民
家
に
展
示
し
ま
し
た
。
た
だ
展
示
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
訪
れ
た
人
に
店
主
が
の
れ
ん
一

枚
一
枚
の
物
語
を
語
る
「
語
り
部
処
」
が
好
評
で
、

地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
多

く
の
人
の
心
に
響
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
花
嫁
の
れ
ん
展
の
特
集
が
全
国
誌

に
掲
載
さ
れ
た
り
、
花
嫁
の
れ
ん
を
題
材
に
し
た

ド
ラ
マ
が
制
作
さ
れ
た
り
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
縁

で
全
国
に
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
婚
礼
の
か
た
ち
も
変
化
し
、
の
れ
ん
を

つ
く
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
文
化
財
登
録
に

よ
っ
て
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
今

後
も
地
域
活
性
化
や
伝
統
文
化
の
普
及
、
継
承
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

花
嫁
の
れ
ん
館
の
鳥
居
館
長
に

登
録
へ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た

第17回　花嫁のれん展
商家民家の屋内に百十数枚もの花嫁
のれんが展示されます。

期間：4月29日（金・祝）～5月8日（日）
　　　（最終日は17：00まで）
場所：一本杉通り

※新型コロナウイルスの感染状況によ
　り予定を変更する場合があります。

花嫁のれん館
開館時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日：年末年始（12月29日～1月3日）
入 館 料：大人（高校生以上）550円
　　　　　小中学生250円
　　　　　（小学生未満無料、団体割引有り）

●花嫁のれんくぐり体験（要予約）
白無垢または打掛を着て花嫁のれんくぐりを体験でき
ます。男性用に紋付袴有り。
体験料金：一人5,000円（衣装・着付け込み）

一本杉振興会（花嫁のれん館）
☎53-8743

明治 大正 昭和

花嫁のれん館　☎53-8743

祝

花嫁のれん館
館長 鳥居 貞利さん

加
賀
藩
領
地
特
有
の
婚
礼
用
具
で
あ
る

花
嫁
の
れ
ん
が
令
和
４
年
３
月
に
「
七
尾

の
嫁
暖
簾
」
と
し
て
国
の
登
録
有
形
民
俗

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
登

録
有
形
民
俗
文
化
財
は
平
成
25
年
の
「
金

沢
の
売
薬
製
造
・
販
売
用
具
」
に
続
き
、

２
例
目
と
な
り
ま
す
。
七
尾
の
嫁
暖
簾
に

は
、一
本
杉
町
会
と
一
本
杉
通
り
振
興
会

で
つ
く
る
一
般
社
団
法
人
七
尾
家
が
所
有

す
る
明
治
か
ら
平
成
の
花
嫁
の
れ
ん
93
点

の
ほ
か
、
夏
に
座
敷
の
ふ
す
ま
を
外
し
て

使
う
夏
の
れ
ん
、
婿
入
り
し
た
男
性
が
使

用
す
る
花
婿
の
れ
ん
を
含
め
た
１
０
３
点

が
登
録
。
平
成
16
年
か
ら
「
花
嫁
の
れ
ん

展
」
を
毎
年
開
催
し
、
伝
統
文
化
の
継
承

や
活
用
す
る
姿
勢
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

花
嫁
の
れ
ん
は
、
婚
礼
用
具
の
一
つ
で
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
加
賀
藩
の

領
地
で
あ
る
能
登
・
加
賀
・
越
中
で
始
ま
り
、

今
も
な
お
続
く
風
習
で
す
。

婚
礼
当
日
に
花
嫁
が
実
家
か
ら
持
参
し

た
花
嫁
の
れ
ん
を
嫁
ぎ
先
の
仏
間
に
掛
け
、

そ
の
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
こ
と
で
「
も
う
後
戻

り
で
き
な
い
」
と
、
覚
悟
を
促
す
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

花
嫁
の
れ
ん
と
は

な
な
お
や

よめのれん

花嫁のれんは、花嫁の実家が嫁ぐ娘のために用意し、鶴亀や松竹梅など吉祥の図柄や、実家の家紋が描
かれます。明治から昭和にかけて次第に巾数が多くなり、材質や色、図柄も華やかなものに変化してきま
した。加賀藩領地における嫁入りの儀礼や、染織文化の地域的な特色を理解する上で、貴重な資料です。  
※巾数とは、切れ目で分かれる生地の数のことです。

花
嫁
の
れ
ん
が

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
ま
し
た

花
嫁
の
れ
ん
が

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
ま
し
た明治から大正では、青色や紫

色が多く、三巾、四巾が主流。

昭和に入ると、次第に赤色が使われ、巾数は
五巾と広がり、家紋の周りを花柄で装飾する

「加賀紋」など華やかさが増す。
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登録名  七尾の嫁暖簾
花
嫁
の
れ
ん
で
ま
ち
お
こ
し
を
し
て
き
た
関
係

者
に
と
っ
て
、
文
化
財
登
録
は
大
変
光
栄
で
、
と

て
も
う
れ
し
い
知
ら
せ
で
し
た
。

平
成
16
年
に
始
め
た
「
花
嫁
の
れ
ん
展
」
は
、

一
本
杉
通
り
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
べ

く
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
東
京
の
雑
誌
編
集
者

に
「
花
嫁
の
れ
ん
は
魅
力
的
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
一
本
杉
通
り
商
店
街
の
お
か

み
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
の
れ
ん
を
集
め
、
商
家

や
民
家
に
展
示
し
ま
し
た
。
た
だ
展
示
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、
訪
れ
た
人
に
店
主
が
の
れ
ん
一

枚
一
枚
の
物
語
を
語
る
「
語
り
部
処
」
が
好
評
で
、

地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
多

く
の
人
の
心
に
響
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
花
嫁
の
れ
ん
展
の
特
集
が
全
国
誌

に
掲
載
さ
れ
た
り
、
花
嫁
の
れ
ん
を
題
材
に
し
た

ド
ラ
マ
が
制
作
さ
れ
た
り
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
縁

で
全
国
に
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
は
婚
礼
の
か
た
ち
も
変
化
し
、
の
れ
ん
を

つ
く
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
文
化
財
登
録
に

よ
っ
て
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
今

後
も
地
域
活
性
化
や
伝
統
文
化
の
普
及
、
継
承
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

花
嫁
の
れ
ん
館
の
鳥
居
館
長
に

登
録
へ
の
思
い
を
聞
き
ま
し
た

第17回　花嫁のれん展
商家民家の屋内に百十数枚もの花嫁
のれんが展示されます。

期間：4月29日（金・祝）～5月8日（日）
　　　（最終日は17：00まで）
場所：一本杉通り

※新型コロナウイルスの感染状況によ
　り予定を変更する場合があります。

花嫁のれん館
開館時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日：年末年始（12月29日～1月3日）
入 館 料：大人（高校生以上）550円
　　　　　小中学生250円
　　　　　（小学生未満無料、団体割引有り）

●花嫁のれんくぐり体験（要予約）
白無垢または打掛を着て花嫁のれんくぐりを体験でき
ます。男性用に紋付袴有り。
体験料金：一人5,000円（衣装・着付け込み）

一本杉振興会（花嫁のれん館）
☎53-8743

明治 大正 昭和

花嫁のれん館　☎53-8743

祝

花嫁のれん館
館長 鳥居 貞利さん

加
賀
藩
領
地
特
有
の
婚
礼
用
具
で
あ
る

花
嫁
の
れ
ん
が
令
和
４
年
３
月
に
「
七
尾

の
嫁
暖
簾
」
と
し
て
国
の
登
録
有
形
民
俗

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
登

録
有
形
民
俗
文
化
財
は
平
成
25
年
の
「
金

沢
の
売
薬
製
造
・
販
売
用
具
」
に
続
き
、

２
例
目
と
な
り
ま
す
。
七
尾
の
嫁
暖
簾
に

は
、一
本
杉
町
会
と
一
本
杉
通
り
振
興
会

で
つ
く
る
一
般
社
団
法
人
七
尾
家
が
所
有

す
る
明
治
か
ら
平
成
の
花
嫁
の
れ
ん
93
点

の
ほ
か
、
夏
に
座
敷
の
ふ
す
ま
を
外
し
て

使
う
夏
の
れ
ん
、
婿
入
り
し
た
男
性
が
使

用
す
る
花
婿
の
れ
ん
を
含
め
た
１
０
３
点

が
登
録
。
平
成
16
年
か
ら
「
花
嫁
の
れ
ん

展
」
を
毎
年
開
催
し
、
伝
統
文
化
の
継
承

や
活
用
す
る
姿
勢
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

花
嫁
の
れ
ん
は
、
婚
礼
用
具
の
一
つ
で
、

幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
加
賀
藩
の

領
地
で
あ
る
能
登
・
加
賀
・
越
中
で
始
ま
り
、

今
も
な
お
続
く
風
習
で
す
。

婚
礼
当
日
に
花
嫁
が
実
家
か
ら
持
参
し

た
花
嫁
の
れ
ん
を
嫁
ぎ
先
の
仏
間
に
掛
け
、

そ
の
の
れ
ん
を
く
ぐ
る
こ
と
で
「
も
う
後
戻

り
で
き
な
い
」
と
、
覚
悟
を
促
す
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

花
嫁
の
れ
ん
と
は

な
な
お
や

よめのれん

花嫁のれんは、花嫁の実家が嫁ぐ娘のために用意し、鶴亀や松竹梅など吉祥の図柄や、実家の家紋が描
かれます。明治から昭和にかけて次第に巾数が多くなり、材質や色、図柄も華やかなものに変化してきま
した。加賀藩領地における嫁入りの儀礼や、染織文化の地域的な特色を理解する上で、貴重な資料です。  
※巾数とは、切れ目で分かれる生地の数のことです。

花
嫁
の
れ
ん
が

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
ま
し
た

花
嫁
の
れ
ん
が

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

に
登
録
さ
れ
ま
し
た明治から大正では、青色や紫

色が多く、三巾、四巾が主流。

昭和に入ると、次第に赤色が使われ、巾数は
五巾と広がり、家紋の周りを花柄で装飾する

「加賀紋」など華やかさが増す。
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和倉小学校の
体験レポート

取材まとめ 和
倉
温
泉
の
魅
力
を

知
ろ
う
。話
そ
う
。広
げ
よ
う
。

ふ
る
さ
と
教
育

■旅館の料理を味わう

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

こ
の
取
り
組
み
は
、
山
王
小
学
校
の
6
年

生
が
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
学

習
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
宿
泊
客
が
減
少
し

た
和
倉
温
泉
を
応
援
す
る
た
め
に
「
市
内
10

校
の
6
年
生
を
和
倉
温
泉
に
招
待
し
て
は
ど

う
か
」
「
和
倉
温
泉
で
働
く
人
を
取
材
し
、
子

ど
も
目
線
で
魅
力
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
」

な
ど
提
案
し
た
こ
と
を
受
け
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
一
環
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、和
倉
温
泉
の
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
に
、お
祭
り
会
館
で
和
倉
温
泉
の
歴
史

を
学
ん
だ
り
、
旅
館
で
働
く
従
業
員
を
取
材

し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

■フロントや売店で接客体験■客室で布団を敷く体験
目線や言葉遣いに注意し、笑顔で
接客することを学びました。

プロの仕事を身近で見ることができ
ました。布団を敷く速さに驚きです。

地元の食材を使用して、地産地消
を心掛けていることを知りました。

和倉小学校の6年生は、あえの風で旅館の仕事を
体験しました。

ケーブルテレビななおで体験レポー
トを放送するため、カメラの前で発
表しました。

和倉温泉には心遣いの「愛」があふれ
ていることに気付きました！

Q:仕事で大切にしていることは？
A:お客さまの気持ちになって接客すること。どんな仕

事も周りの人と協力して助け合うこと。感謝の気持
ちです。

市は、子どもたちに地元の和倉温泉の魅力
を知ってもらい、コロナ禍で打撃を受ける旅
館やホテルを応援しようと、市内10校の小
学6年生全員を「和倉温泉魅力発見・PR隊」
の隊員に任命しました。

和倉温泉
魅力発見・PR隊

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
魅
力

を
発
見
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
充

実
し
た
体
験
学
習
に
な
り
ま
し
た
。

体
験
学
習
の
場
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、

ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
記
録
写
真
を
撮
影
し
た
り
と
、
新
聞
記

者
の
よ
う
に
熱
心
に
取
材
を
し
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
旅
館
で
働
く
人
の
お
も
て
な
し

や
、
笑
顔
で
業
務
に
あ
た
る
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、「
こ
ん
な
働
き
方
が
あ
る
の
か
」
と

働
く
こ
と
へ
の
関
心
や
意
欲
に
も
つ
な
が
る
取

り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
各
学
校

で
地
域
を
探
検
し
た
り
、
地
元
の
祭
り
を
継
承

し
た
り
と
、
地
域
の
文
化
・
歴
史
・
産
業
な
ど

を
掘
り
下
げ
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
体
験
学
習
を
継
承

し
な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
な
探
究
学
習
や

七尾市教育委員会
教育長　黒崎 直人

S
D
G
s
の

視
点
を
取
り

入
れ
た
ふ
る

さ
と
教
育
に

取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま

す
。

■番組名　魅力発信！ふるさと七尾

■放送日　4月4日（月）～10日（日）
放送日以降も番組のリクエストができます。
申し込みは広報広聴課まで。

☎53-1130(平日9：00～14：00)

ケーブルテレビななおで市内10校の
体験レポートを放送します。

天神山小学校の収録の様子 

和倉小学校6年　山崎 輝彦さん

和倉小学校6年　梶濱 瑠夏さん

加賀屋姉妹館　あえの風
副支配人　伊藤 伸也さん

旅館での心遣いに感動しま
した。多くの人に和倉温泉
の魅力を伝えたいです。

お客さんのために、表には
出ない努力や苦労がたくさ
んあることを知りました。

和倉温泉の旅館のことを
知ってもらえる良い機会に
なり、うれしく思います。
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和倉小学校の
体験レポート

取材まとめ 和
倉
温
泉
の
魅
力
を

知
ろ
う
。話
そ
う
。広
げ
よ
う
。

ふ
る
さ
と
教
育

■旅館の料理を味わう

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

こ
の
取
り
組
み
は
、
山
王
小
学
校
の
6
年

生
が
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
学

習
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
宿
泊
客
が
減
少
し

た
和
倉
温
泉
を
応
援
す
る
た
め
に
「
市
内
10

校
の
6
年
生
を
和
倉
温
泉
に
招
待
し
て
は
ど

う
か
」
「
和
倉
温
泉
で
働
く
人
を
取
材
し
、
子

ど
も
目
線
で
魅
力
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
」

な
ど
提
案
し
た
こ
と
を
受
け
、
ふ
る
さ
と
教

育
の
一
環
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、和
倉
温
泉
の
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
に
、お
祭
り
会
館
で
和
倉
温
泉
の
歴
史

を
学
ん
だ
り
、
旅
館
で
働
く
従
業
員
を
取
材

し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

■フロントや売店で接客体験■客室で布団を敷く体験
目線や言葉遣いに注意し、笑顔で
接客することを学びました。

プロの仕事を身近で見ることができ
ました。布団を敷く速さに驚きです。

地元の食材を使用して、地産地消
を心掛けていることを知りました。

和倉小学校の6年生は、あえの風で旅館の仕事を
体験しました。

ケーブルテレビななおで体験レポー
トを放送するため、カメラの前で発
表しました。

和倉温泉には心遣いの「愛」があふれ
ていることに気付きました！

Q:仕事で大切にしていることは？
A:お客さまの気持ちになって接客すること。どんな仕

事も周りの人と協力して助け合うこと。感謝の気持
ちです。

市は、子どもたちに地元の和倉温泉の魅力
を知ってもらい、コロナ禍で打撃を受ける旅
館やホテルを応援しようと、市内10校の小
学6年生全員を「和倉温泉魅力発見・PR隊」
の隊員に任命しました。

和倉温泉
魅力発見・PR隊

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
魅
力

を
発
見
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
充

実
し
た
体
験
学
習
に
な
り
ま
し
た
。

体
験
学
習
の
場
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、

ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
記
録
写
真
を
撮
影
し
た
り
と
、
新
聞
記

者
の
よ
う
に
熱
心
に
取
材
を
し
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
旅
館
で
働
く
人
の
お
も
て
な
し

や
、
笑
顔
で
業
務
に
あ
た
る
姿
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、「
こ
ん
な
働
き
方
が
あ
る
の
か
」
と

働
く
こ
と
へ
の
関
心
や
意
欲
に
も
つ
な
が
る
取

り
組
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
各
学
校

で
地
域
を
探
検
し
た
り
、
地
元
の
祭
り
を
継
承

し
た
り
と
、
地
域
の
文
化
・
歴
史
・
産
業
な
ど

を
掘
り
下
げ
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
体
験
学
習
を
継
承

し
な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
な
探
究
学
習
や

七尾市教育委員会
教育長　黒崎 直人

S
D
G
s
の

視
点
を
取
り

入
れ
た
ふ
る

さ
と
教
育
に

取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま

す
。

■番組名　魅力発信！ふるさと七尾

■放送日　4月4日（月）～10日（日）
放送日以降も番組のリクエストができます。
申し込みは広報広聴課まで。

☎53-1130(平日9：00～14：00)

ケーブルテレビななおで市内10校の
体験レポートを放送します。

天神山小学校の収録の様子 

和倉小学校6年　山崎 輝彦さん

和倉小学校6年　梶濱 瑠夏さん

加賀屋姉妹館　あえの風
副支配人　伊藤 伸也さん

旅館での心遣いに感動しま
した。多くの人に和倉温泉
の魅力を伝えたいです。

お客さんのために、表には
出ない努力や苦労がたくさ
んあることを知りました。

和倉温泉の旅館のことを
知ってもらえる良い機会に
なり、うれしく思います。
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歳出
市の事務、庁舎管理、市民活動の推進などに要する経費
児童・高齢者・障害者福祉、生活保護、福祉医療などに
要する経費
各種健診、予防接種、環境保全、ごみ処理、し尿処理など
に要する経費
学校教育やスポーツ・文化の振興などに要する経費
市債を返済する元利償還金などの経費

総 務 費：
民 生 費：

衛 生 費：

教 育 費：
公 債 費：

歳入
市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税など
地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供で
きるように、国が地方公共団体へ交付するもの
各種事業に対する国からの補助金など
各種事業に対する県からの補助金など

市　　　税：
地方交付税：

国庫支出金：
県 支 出 金：

用語解説（P11）

議会費
2億3,512万6千円（0.7％）

総務費
35億6,148万3千円

（10.3％）

民生費
90億357万4千円

（26.0％）

衛生費
83億2,882万2千円

（24.0％）労働費 626万4千円（0.0％）

農林水産業費
19億4,149万3千円（5.6％）

商工費
9億5,139万5千円

（2.7％）

土木費
25億6,905万9千円

（7.4％）

消防費
13億104万1千円

（3.8％）

教育費
26億370万3千円

（7.5％）

公債費
41億804万円
（11.9％）

予備費
2,000万円（0.1％）

一般会計

歳出
346億3,000万円

一般会計

歳入
346億3,000万円

市税
75億4,000万円

（21.7％）

地方交付税
102億円

（29.4％）

分担金および負担金
9,476万1千円（0.3％）

使用料および手数料
5億9,209万5千円（1.7％）

国庫支出金
36億4,001万4千円

（10.5％）

県支出金
24億6,172万4千円

（7.1％）

繰入金
5億1,309万7千円

（1.5％）

諸収入
24億8,818万9千円

（7.2％）

市債
47億6,770万円

（13.8％）

その他
23億3,242万円

（6.8％）

令和４年度当初予算

豊かなまち、楽しいまち、笑顔あふれるまちを目指す
●アフターコロナを見据え、地域産業や観光産業の再生に向け、地域資源を活用した
交流人口の拡大を図るとともに、にぎわいを創出することで誰もが豊かさと楽しさ
を体感できるまちを目指します。
●子育て環境や教育環境の充実を図るとともに、住みよい環境をつくり、誰もが安全・
安心に暮らせる笑顔あふれるまちを目指します。

346億3,000万円
（対前年度比 28億7,000万円増 ＋9.0％）

（一般会計・特別会計を合わせたもの）
676億7,474万4千円

一般会計
予算総額

公営企業会計公営企業会計以外の特別会計

※（　）内は対前年度比を表します。

ケーブルテレビ事業特別会計　　       4億2万9千円(15.9%増)

国民健康保険特別会計　　　　56億1,731万6千円  (1.0%減)

後期高齢者医療保険特別会計　   8億9,211万1千円(11.5%増)

介護保険特別会計　 　　　　　70億9,844万9千円  (0.9%減)

公設地方卸売市場事業特別会計　　　8,048万9千円  (5.2%増)

水道事業会計　　　　　　　  29億7,096万円(1.6%増)

下水道事業会計　　　　　　51億7,366万9千円(2.4%増)

病院事業会計　　　　　 108億1,172万1千円(6.8％増)

人件費
扶助費
公債費
物件費、補助費等
維持補修費
普通建設事業費
積立金、貸付金
繰出金
予備費

643,200
758,400
571,200

1,339,200
38,400

1,046,400
28,800

369,600
4,800

4,800,000

食費
医療費
ローン返済
光熱水費などの雑費
車などの修理
家などの増改築
貯金など
子どもへの仕送り
その他
合計

給料
パート収入

親からの仕送り

雑収入
貯金の取崩し
銀行からの借り入れ
合計

1,041,600
96,000

2,515,200

412,800
72,000

662,400
4,800,000

市税
使用料、手数料など
国からの地方交付
税・補助金など
諸収入など
繰入金
市債

収　入

貯金残高 940,641 円

支　出

ローン残高 5,320,344 円

人件費
46億5,095万6千円

（13.4％）

扶助費
54億7,533万2千円

（15.8％）

公債費
41億804万円
（11.9％）物件費

44億256万5千円
（12.7％）

補助費等
52億7,198万8千円

（15.2％）

普通建設事業費
75億2,761万5千円

（21.8％）

維持補修費 2億7,347万2千円（0.8％）

積立金
2億1,863万8千円

（0.6％）

貸付金 420万円（0.0％）

繰出金
26億7,719万4千円

（7.7％）

予備費 2,000万円（0.1％）

性質別

歳出

（単位：円）

（単位：円）

※貯金残高は令和4年度末基金残高(見込み)67億
8,633万円を、ローン残高は令和4年度末市債
残高(見込み)383億8,406万3千円を年収480万
円の家庭に例えて算出しています。

346億3,000万円

一般会計当初予算を年収
480万円(月収40万円)の家
庭の家計簿で例えると・・・
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歳出
市の事務、庁舎管理、市民活動の推進などに要する経費
児童・高齢者・障害者福祉、生活保護、福祉医療などに
要する経費
各種健診、予防接種、環境保全、ごみ処理、し尿処理など
に要する経費
学校教育やスポーツ・文化の振興などに要する経費
市債を返済する元利償還金などの経費

総 務 費：
民 生 費：

衛 生 費：

教 育 費：
公 債 費：

歳入
市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税など
地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供で
きるように、国が地方公共団体へ交付するもの
各種事業に対する国からの補助金など
各種事業に対する県からの補助金など

市　　　税：
地方交付税：

国庫支出金：
県 支 出 金：

用語解説（P11）

議会費
2億3,512万6千円（0.7％）

総務費
35億6,148万3千円

（10.3％）

民生費
90億357万4千円

（26.0％）

衛生費
83億2,882万2千円

（24.0％）労働費 626万4千円（0.0％）

農林水産業費
19億4,149万3千円（5.6％）

商工費
9億5,139万5千円

（2.7％）

土木費
25億6,905万9千円

（7.4％）

消防費
13億104万1千円

（3.8％）

教育費
26億370万3千円

（7.5％）

公債費
41億804万円
（11.9％）

予備費
2,000万円（0.1％）

一般会計

歳出
346億3,000万円

一般会計

歳入
346億3,000万円

市税
75億4,000万円

（21.7％）

地方交付税
102億円

（29.4％）

分担金および負担金
9,476万1千円（0.3％）

使用料および手数料
5億9,209万5千円（1.7％）

国庫支出金
36億4,001万4千円

（10.5％）

県支出金
24億6,172万4千円

（7.1％）

繰入金
5億1,309万7千円

（1.5％）

諸収入
24億8,818万9千円

（7.2％）

市債
47億6,770万円

（13.8％）

その他
23億3,242万円

（6.8％）

令和４年度当初予算

豊かなまち、楽しいまち、笑顔あふれるまちを目指す
●アフターコロナを見据え、地域産業や観光産業の再生に向け、地域資源を活用した
交流人口の拡大を図るとともに、にぎわいを創出することで誰もが豊かさと楽しさ
を体感できるまちを目指します。
●子育て環境や教育環境の充実を図るとともに、住みよい環境をつくり、誰もが安全・
安心に暮らせる笑顔あふれるまちを目指します。

346億3,000万円
（対前年度比 28億7,000万円増 ＋9.0％）

（一般会計・特別会計を合わせたもの）
676億7,474万4千円

一般会計
予算総額

公営企業会計公営企業会計以外の特別会計

※（　）内は対前年度比を表します。

ケーブルテレビ事業特別会計　　       4億2万9千円(15.9%増)

国民健康保険特別会計　　　　56億1,731万6千円  (1.0%減)

後期高齢者医療保険特別会計　   8億9,211万1千円(11.5%増)

介護保険特別会計　 　　　　　70億9,844万9千円  (0.9%減)

公設地方卸売市場事業特別会計　　　8,048万9千円  (5.2%増)

水道事業会計　　　　　　　  29億7,096万円(1.6%増)

下水道事業会計　　　　　　51億7,366万9千円(2.4%増)

病院事業会計　　　　　 108億1,172万1千円(6.8％増)

人件費
扶助費
公債費
物件費、補助費等
維持補修費
普通建設事業費
積立金、貸付金
繰出金
予備費

643,200
758,400
571,200

1,339,200
38,400

1,046,400
28,800

369,600
4,800

4,800,000

食費
医療費
ローン返済
光熱水費などの雑費
車などの修理
家などの増改築
貯金など
子どもへの仕送り
その他
合計

給料
パート収入

親からの仕送り

雑収入
貯金の取崩し
銀行からの借り入れ
合計

1,041,600
96,000

2,515,200

412,800
72,000

662,400
4,800,000

市税
使用料、手数料など
国からの地方交付
税・補助金など
諸収入など
繰入金
市債

収　入

貯金残高 940,641 円

支　出

ローン残高 5,320,344 円

人件費
46億5,095万6千円

（13.4％）

扶助費
54億7,533万2千円

（15.8％）

公債費
41億804万円
（11.9％）物件費

44億256万5千円
（12.7％）

補助費等
52億7,198万8千円

（15.2％）

普通建設事業費
75億2,761万5千円

（21.8％）

維持補修費 2億7,347万2千円（0.8％）

積立金
2億1,863万8千円

（0.6％）

貸付金 420万円（0.0％）

繰出金
26億7,719万4千円

（7.7％）

予備費 2,000万円（0.1％）

性質別

歳出

（単位：円）

（単位：円）

※貯金残高は令和4年度末基金残高(見込み)67億
8,633万円を、ローン残高は令和4年度末市債
残高(見込み)383億8,406万3千円を年収480万
円の家庭に例えて算出しています。

346億3,000万円

一般会計当初予算を年収
480万円(月収40万円)の家
庭の家計簿で例えると・・・
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令和４年度当初予算

新型コロナウイルスで打撃を受けた地域産業の再
生や安心して働けるまちを目指すとともに、中心市
街地に賑わいを創出することで活力ある地域をつ
くります。

■ 商工業の振興

■ みなと・まちなかのにぎわい創出

地域産業の再生

■ 交流人口の拡大

Ⅰ

コロナ収束後の社会を見据え、スポーツ施設などの
交流拠点に加え、新たな地域資源を最大限に活用
し、交流人口の拡大を図るとともに、移住定住を促
進します。

さらなる交流人口
の拡大Ⅱ

若者が七尾に住み続け、安心して子育てできるよう、
出産・子育ての支援体制を拡充します。

子育て環境の充実と
次代を担う人づくりⅢ

■ 農林水産業の振興

■ 移住定住の促進

・地域経済における消費の喚起  2億850万円
市内外からの消費を喚起するため、キャッシュ
レス決済を対象とした2カ月間のポイント還元事
業(第3弾)を実施
ポイント付与率20％(上限4千円／回、2万円／期間)

・空き店舗バンクの創設  　　　　300万円
市内で起業・創業を目指している人に空き店舗
情報を提供

・ふるさと納税の推進  　1億9,646万1千円
インターネット窓口サイトを増やすことで、七
尾のファンを増やし、地域経済の活性化を図る

■ 子育て環境の充実
・出産祝金の拡充                   　3,240万円
1子につき一律2万円(商品券)を12万円(商品券：
2万円、現金：10万円)に拡充

・多子世帯の保育料の負担軽減
1,675万1千円

最年長から数えて第2子の保育料を半額、第3子
以降の保育料を無料化
開始月：4月

・公・私立保育園などの運営
19億8,871万4千円

公立認定こども園1園、私立保育園1園、私立認
定こども園16園

・広域連携による移住の推進　       900万円
羽咋市や中能登町と連携した、広域的な移住サ
ポートを行うプランナーの設置やワーケーショ
ンの促進など
事業主体：能登地域移住交流協議会

・七尾暮らしの促進支援　          1,200万円
県外からの移住者に対する住宅家賃や住宅取得
に対する助成

・ほ場整備  　　　　　　　　1億1,374万円
新規：佐味地区
継続：東三階地区、鵜浦地区、三引地区、熊木
　　　地区、藤瀬地区、西谷内・古江地区、能
　　　登島長崎地区

・イノシシやクマなどの鳥獣被害対策
1,595万5千円

イノシシの捕獲・埋設や電気柵の購入、狩猟免
許の取得に対する助成など

・七尾港の整備改修 　　　　 1億59万2千円
大田浚渫土砂埋立護岸や泊地浚渫、物揚げ場の
補修など

・賑わい創生プロジェクト 　　　 135万円
中心市街地の活性化や賑わい創出を行う事業に
対する支援

・七尾版GoToトラベル推進事業
2億5,500万円

旅行予約サイトや市内旅行代理店を通じて宿泊
予約を行った場合に旅行代金を割引
1室2万円以上の宿泊プランに対し1万円の割引

・「君は放課後インソムニア」活用事業
1,221万円

七尾市が舞台の漫画「君は放課後インソムニア」
を活用したプロモーション

・中島学童野球場整備　   1億1,647万7千円
電光スコアボードや遮光壁などの設置

・スポーツイベントの開催支援　 4,100万円
能登和倉国際女子オープンテニス　　
　開催期間：9月25日(日)～10月2日(日)(予定)
能登和倉万葉の里マラソン2023

・教育旅行などの誘致　                778万円
教育旅行などの誘致を目的とした体験メニュー
のPR動画制作

・国民文化祭プレイベントの開催　 862万円
演劇「いのちぼうにふろう物語」の公演
公演期間：9月13日(火)～10月10日(月・祝)

・スポーツイベントなどの活用　255万1千円
プロスポーツの試合などを活用したプロモーシ
ョンや、トップスポーツ選手との体験型交流イ
ベントの開催など

・地域産業の担い手の確保  　　560万4千円
農林水産業や商工業などの地域産業の担い手を
確保するため、派遣事業などを行う特定地域づ
くり事業協同組合を支援

10,0
00

こちらのバーコードを
読み込んでください

・アジア圏テレビドラマ国際会議の開催
3,350万円

東アジアで活躍するドラマ制作者などが参加す
る国際会議の誘致
開催地：和倉町(予定)

しゅんせつ

新

拡

新

新

新

新

新

新

新

新

拡

拡
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令和４年度当初予算

新型コロナウイルスで打撃を受けた地域産業の再
生や安心して働けるまちを目指すとともに、中心市
街地に賑わいを創出することで活力ある地域をつ
くります。

■ 商工業の振興

■ みなと・まちなかのにぎわい創出

地域産業の再生

■ 交流人口の拡大

Ⅰ

コロナ収束後の社会を見据え、スポーツ施設などの
交流拠点に加え、新たな地域資源を最大限に活用
し、交流人口の拡大を図るとともに、移住定住を促
進します。

さらなる交流人口
の拡大Ⅱ

若者が七尾に住み続け、安心して子育てできるよう、
出産・子育ての支援体制を拡充します。

子育て環境の充実と
次代を担う人づくりⅢ

■ 農林水産業の振興

■ 移住定住の促進

・地域経済における消費の喚起  2億850万円
市内外からの消費を喚起するため、キャッシュ
レス決済を対象とした2カ月間のポイント還元事
業(第3弾)を実施
ポイント付与率20％(上限4千円／回、2万円／期間)

・空き店舗バンクの創設  　　　　300万円
市内で起業・創業を目指している人に空き店舗
情報を提供

・ふるさと納税の推進  　1億9,646万1千円
インターネット窓口サイトを増やすことで、七
尾のファンを増やし、地域経済の活性化を図る

■ 子育て環境の充実
・出産祝金の拡充                   　3,240万円
1子につき一律2万円(商品券)を12万円(商品券：
2万円、現金：10万円)に拡充

・多子世帯の保育料の負担軽減
1,675万1千円

最年長から数えて第2子の保育料を半額、第3子
以降の保育料を無料化
開始月：4月

・公・私立保育園などの運営
19億8,871万4千円

公立認定こども園1園、私立保育園1園、私立認
定こども園16園

・広域連携による移住の推進　       900万円
羽咋市や中能登町と連携した、広域的な移住サ
ポートを行うプランナーの設置やワーケーショ
ンの促進など
事業主体：能登地域移住交流協議会

・七尾暮らしの促進支援　          1,200万円
県外からの移住者に対する住宅家賃や住宅取得
に対する助成

・ほ場整備  　　　　　　　　1億1,374万円
新規：佐味地区
継続：東三階地区、鵜浦地区、三引地区、熊木
　　　地区、藤瀬地区、西谷内・古江地区、能
　　　登島長崎地区

・イノシシやクマなどの鳥獣被害対策
1,595万5千円

イノシシの捕獲・埋設や電気柵の購入、狩猟免
許の取得に対する助成など

・七尾港の整備改修 　　　　 1億59万2千円
大田浚渫土砂埋立護岸や泊地浚渫、物揚げ場の
補修など

・賑わい創生プロジェクト 　　　 135万円
中心市街地の活性化や賑わい創出を行う事業に
対する支援

・七尾版GoToトラベル推進事業
2億5,500万円

旅行予約サイトや市内旅行代理店を通じて宿泊
予約を行った場合に旅行代金を割引
1室2万円以上の宿泊プランに対し1万円の割引

・「君は放課後インソムニア」活用事業
1,221万円

七尾市が舞台の漫画「君は放課後インソムニア」
を活用したプロモーション

・中島学童野球場整備　   1億1,647万7千円
電光スコアボードや遮光壁などの設置

・スポーツイベントの開催支援　 4,100万円
能登和倉国際女子オープンテニス　　
　開催期間：9月25日(日)～10月2日(日)(予定)
能登和倉万葉の里マラソン2023

・教育旅行などの誘致　                778万円
教育旅行などの誘致を目的とした体験メニュー
のPR動画制作

・国民文化祭プレイベントの開催　 862万円
演劇「いのちぼうにふろう物語」の公演
公演期間：9月13日(火)～10月10日(月・祝)

・スポーツイベントなどの活用　255万1千円
プロスポーツの試合などを活用したプロモーシ
ョンや、トップスポーツ選手との体験型交流イ
ベントの開催など

・地域産業の担い手の確保  　　560万4千円
農林水産業や商工業などの地域産業の担い手を
確保するため、派遣事業などを行う特定地域づ
くり事業協同組合を支援

10,0
00

こちらのバーコードを
読み込んでください

・アジア圏テレビドラマ国際会議の開催
3,350万円

東アジアで活躍するドラマ制作者などが参加す
る国際会議の誘致
開催地：和倉町(予定)

しゅんせつ
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令和４年度当初予算

■ 豊かな自然環境と景観の保全

■ 交通体系の充実

■ 共助・協働によるまちづくり

■ 災害対策の充実

■ 新型コロナウイルス感染症対策

・新たなごみ処理施設の整備
50億5,770万6千円

石川北部RDFセンターの事業終了に伴う処理施
設の整備
運用開始：令和5年度(予定)

・公共施設などのLED化の推進(債務負担行
為限度額4億2,168万円(令和5～15年度))
市内公共施設などにLED照明を整備

・持続可能なまちづくり　             100万円
SDGs推進企業が生まれ育つまちを目標に活動を
行うななおSDGsコンソーシアムへの支援

・地域コミュニティの活動支援
1億8,370万円

地域の防犯防災や福祉活動などを行う各地域づ
くり協議会に対する支援

・地域おこし協力隊の配置　  2,319万8千円
新規：御祓地区
継続：矢田郷・崎山・高階・田鶴浜・中島地区

■ 消防救急体制の充実
・消防用自動車の整備　        4,654万4千円
高規格救急自動車(七尾消防署)、ポンプ車(徳田
分団)の整備

・消火栓整備事業　              1,487万2千円
火災発生時、水利確保が困難な場所に消火栓を
増設

■ 歴史・文化の継承
・明治の館の保存　              1,105万4千円
主屋の茅葺屋根(南面西側)の改修など

■ 高齢者福祉の充実

・生活支援体制整備事業　     1,373万3千円
地域包括ケアシステムの構築を推進するための
地域における担い手育成など

■ 障害者福祉の充実
・障害者の社会参加の促進　  3,256万7千円
地域活動支援センターの運営支援など

・地域経済における消費の喚起（再掲）

・七尾版GoToトラベル推進事業（再掲）

・新型コロナウイルスワクチン接種事業
1億8,598万3千円

集団接種業務委託や医療機関への接種費など

・新型コロナウイルス感染症対策事業
1,710万円

感染防止対策に要する備品・消耗品の購入に対
する補助

・地域イベント持続化支援　          250万円
コロナ禍で開催する地域イベントの感染防止対
策に対する支援

・地区防災マップの作成　        130万9千円
地域の実情に応じた防災活動を促進するため、
地区防災マップの作成を委託

・橋りょう長寿命化事業　          7,958万円
橋りょうの点検と修繕

・地域公共交通計画の策定　     591万8千円
公共交通のニーズを整理し、地域公共交通ネッ
トワークを再構築するための計画策定

・バス路線の維持と確保　1億4,060万1千円
コミュニティバスの運行と地方路線バスへ
の支援

■ 子ども教育の充実

・私立保育園などの保育体制の強化
4,629万6千円

保育士を確保するため、保育補助者の雇用に要
する経費などを支援

・私立保育園等施設整備への支援
1,376万1千円

大規模修繕に対する助成(西湊こども園)

・保育環境向上支援　              617万4千円
老朽化した備品の購入や設備の改修などに対す
る補助

・放課後児童クラブへの運営支援
2億268万7千円

放課後児童クラブ20クラブ(廃止3、新規4)

・学校給食費の無償化　        2,308万6千円
多子世帯の経済的負担を軽減するため、18歳未
満の子のうち、最年長から数えて第3子以降の児
童生徒の給食費を無償化

・七尾東部中学校の大規模改修
3億1,893万4千円

老朽化による校舎棟の改修

・田鶴浜小学校体育館屋根改修工事
3,006万3千円

老朽化による屋根の改修

市民の暮らしを支える都市基盤や地域福祉、災害
対策の充実を図ることで、笑顔があふれ、安全で
安心して暮らせる持続可能なまちを目指します。

安全・安心な
地域づくりⅣ・加圧式給水車の配備　        2,962万7千円

災害・断水発生時の応急給水体制強化のため、
加圧式給水車を配備
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令和４年度当初予算

■ 豊かな自然環境と景観の保全

■ 交通体系の充実

■ 共助・協働によるまちづくり

■ 災害対策の充実

■ 新型コロナウイルス感染症対策

・新たなごみ処理施設の整備
50億5,770万6千円

石川北部RDFセンターの事業終了に伴う処理施
設の整備
運用開始：令和5年度(予定)

・公共施設などのLED化の推進(債務負担行
為限度額4億2,168万円(令和5～15年度))
市内公共施設などにLED照明を整備

・持続可能なまちづくり　             100万円
SDGs推進企業が生まれ育つまちを目標に活動を
行うななおSDGsコンソーシアムへの支援

・地域コミュニティの活動支援
1億8,370万円

地域の防犯防災や福祉活動などを行う各地域づ
くり協議会に対する支援

・地域おこし協力隊の配置　  2,319万8千円
新規：御祓地区
継続：矢田郷・崎山・高階・田鶴浜・中島地区

■ 消防救急体制の充実
・消防用自動車の整備　        4,654万4千円
高規格救急自動車(七尾消防署)、ポンプ車(徳田
分団)の整備

・消火栓整備事業　              1,487万2千円
火災発生時、水利確保が困難な場所に消火栓を
増設

■ 歴史・文化の継承
・明治の館の保存　              1,105万4千円
主屋の茅葺屋根(南面西側)の改修など

■ 高齢者福祉の充実

・生活支援体制整備事業　     1,373万3千円
地域包括ケアシステムの構築を推進するための
地域における担い手育成など

■ 障害者福祉の充実
・障害者の社会参加の促進　  3,256万7千円
地域活動支援センターの運営支援など

・地域経済における消費の喚起（再掲）

・七尾版GoToトラベル推進事業（再掲）

・新型コロナウイルスワクチン接種事業
1億8,598万3千円

集団接種業務委託や医療機関への接種費など

・新型コロナウイルス感染症対策事業
1,710万円

感染防止対策に要する備品・消耗品の購入に対
する補助

・地域イベント持続化支援　          250万円
コロナ禍で開催する地域イベントの感染防止対
策に対する支援

・地区防災マップの作成　        130万9千円
地域の実情に応じた防災活動を促進するため、
地区防災マップの作成を委託

・橋りょう長寿命化事業　          7,958万円
橋りょうの点検と修繕

・地域公共交通計画の策定　     591万8千円
公共交通のニーズを整理し、地域公共交通ネッ
トワークを再構築するための計画策定

・バス路線の維持と確保　1億4,060万1千円
コミュニティバスの運行と地方路線バスへ
の支援

■ 子ども教育の充実

・私立保育園などの保育体制の強化
4,629万6千円

保育士を確保するため、保育補助者の雇用に要
する経費などを支援

・私立保育園等施設整備への支援
1,376万1千円

大規模修繕に対する助成(西湊こども園)

・保育環境向上支援　              617万4千円
老朽化した備品の購入や設備の改修などに対す
る補助

・放課後児童クラブへの運営支援
2億268万7千円

放課後児童クラブ20クラブ(廃止3、新規4)

・学校給食費の無償化　        2,308万6千円
多子世帯の経済的負担を軽減するため、18歳未
満の子のうち、最年長から数えて第3子以降の児
童生徒の給食費を無償化

・七尾東部中学校の大規模改修
3億1,893万4千円

老朽化による校舎棟の改修

・田鶴浜小学校体育館屋根改修工事
3,006万3千円

老朽化による屋根の改修

市民の暮らしを支える都市基盤や地域福祉、災害
対策の充実を図ることで、笑顔があふれ、安全で
安心して暮らせる持続可能なまちを目指します。

安全・安心な
地域づくりⅣ・加圧式給水車の配備　        2,962万7千円

災害・断水発生時の応急給水体制強化のため、
加圧式給水車を配備

新

新
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新

新
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新
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七尾市
総務課　　　　　　　　　　　　　☎53-1111
町会、庁舎の維持管理、条例、市営駐車場、統計調
査などに関すること。

総務課人権・男女共同参画室　　　☎53-1112
人権、消費者行政、男女共同参画社会の推進・啓発、
市民の相談などに関すること。

監理課　　　　　　　　　　　　　☎53-8747
市有財産の管理・処分、土地開発公社、法定外公共物、
地籍調査などに関すること。
※入札および契約に関すること。 　☎53-1118

監理課工事検査室　　　　　　　　☎53-1118
工事検査などに関すること。

地域づくり支援課　　　　　　　　☎53-8633
地域づくり協議会の支援、コミュニティセンターの
管理、地域おこし協力隊、市民憲章、国際交流、多
文化共生などに関すること。

農林水産課　　　　　　　　　　　☎53-8422
農林水産業の振興、土地改良事業、鳥獣対策などに
関すること。

産業振興課　　　　　　　　　　　☎53-8565
商工業の振興、移住定住、企業誘致、港湾活用など
に関すること。

交流推進課　　　　　　　　　　　☎53-8424
観光誘客、観光宣伝、イベント推進、スポーツ交流
などに関すること。

土木課　　　　　　　　　　　　　☎53-8425
市道の整備・維持管理、道路建設、河川、砂防、漁
港・港湾整備、建設行政の総合調整などに関すること。
※能越自動車道に関すること。　☎53-8453

都市建築課　　　　　　　　　　　☎53-8429
都市計画、市街地整備、区画整理、景観形成、市営
住宅、建築指導などに関すること。

農業委員会事務局　　　　　　　　☎53-8440
農地に関すること。

企画政策課　　　　　　　　　　　☎53-1117
総合計画、総合戦略、行財政改革、市内循環バス、
コミュニティ助成などに関すること。
※ふるさと納税に関すること。　☎53-3311

財政課　　　　　　　　　　　　　☎53-8455
財政運営、決算・予算に関すること。

秘書人事課　　　　　　　　　　　☎53-1110
市長・副市長および市の交際などに関すること。
※職員の任用、給与などに関すること。 　☎53-8465

議会事務局　　　　　　　　　　　☎53-8433
議会に関すること。

スポーツ・文化課　　　　　　　　☎53-8437
社会教育の振興、青少年の教育活動、市民スポーツ
の振興、体育施設の維持管理、文化財の調査・発掘・
管理、七尾城跡の保存活用、文化芸術の振興などに
関すること。

スポーツ・文化課国民文化祭準備室  ☎53-1125
国民文化祭に関すること

企画政策課デジタル戦略室　　        ☎53-1114
行政事務のデジタル化などに関すること。

監査委員事務局　　　　　　　　　☎53-8439
財務や事業の監査に関すること。

七尾鹿島公平委員会事務局　　　　☎53-8439
職員に対する不利益処分などの審査に関すること。

教育総務課　　　　　　　　　　　☎53-8434
学校の施設管理、教育委員会の庶務などに関すること。

学校教育課　　　　　　　　　　　☎53-5090
学校教育、教職員の指導などに関すること。

防災交通課　　　　　　　　　　　☎53-6880
防災、災害対策、原子力対策、緊急防災情報告知シ
ステム、交通安全などに関すること。

広報広聴課　　　　　　　　　　    ☎53-8423
広報、広聴、ケーブルテレビ、情報公開に関すること。
※ケーブルテレビの手続きに関すること。  　☎53-8699
※広報誌、ケーブルテレビの番組制作などに関すること。
　☎53-1130
環境課　　　　　　　　　　　　　☎53-8421
環境保全、環境美化、ごみの分別、公害、温暖化防
止、犬の登録、墓などに関すること。
上下水道課　　　　　　　　　　　☎53-8002
水道事業、下水道事業に関すること。
※給水工事、水質管理、量水器管理、漏水などに関す
　ること。　☎53-8432
※下水道の整備・維持管理、宅内の排水設備工事など
　に関すること。　☎53-8430
会計課　　　　　　　　　　　　　☎53-8416
現金出納および保管に関すること。
選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎53-1111
各種選挙に関すること。

福祉課　　　　　　　　　　　　　☎53-3625
障害者( 児) への支援、生活援護、民生委員、日本赤十
字などに関すること。

子育て支援課　　　　　　　　　　☎53-8419
保育園・認定こども園の利用、児童手当、子ども医
療費、出産祝金、ひとり親家庭などに関すること。

高齢者支援課　　　　　　　　　　☎53-8463
高齢者に関する相談、介護予防、介護保険料、介護
認定などに関すること。

保険課　　　　　　　　　　　　　☎53-8420
国民健康保険( 保険税を除く)、後期高齢者医療保険
に関すること。

健康推進課　　　　　　　　　　　☎53-3623
健康づくり、乳幼児健診(教室)、予防接種、特定健
診・保健指導、長寿健診、がん検診、新型コロナワ
クチン接種などに関すること。

税務課　　　　　　　　　　　　　☎53-8412
市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
などに関すること。
※納税、滞納整理に関すること。　☎53-8413

市民課　　　　　　　　　　　　　☎53-8417
住民票や戸籍の各種証明発行、住民基本台帳、戸籍
の届出・管理、マイナンバーカードなどに関すること。

年金・おくやみコーナー　　☎0120-770-372
国民年金、亡くなられた人の各種手続きなどに関す
ること。

■ 健康増進センターアスロン　☎68-6788
■ ななかリサイクルセンター　☎68-3200

■ のと里山里海ミュージアム　☎57-5100
■ ななか中央埋立場　　　　　☎53-5321

上下水道料金お客さまセンター　　☎53-8431
上下水道料金、水道の開栓・閉栓、名義変更に関す
ること。

役所の窓口
本庁（袖ケ江町）　開庁時間 8：30～17：15パトリア3階（御祓町）　開庁時間 8：30～18：30

ミナ．クル（神明町）　開庁時間 8：30～18：30

その他
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秘書人事課　☎53-8465
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階

市立図書館　                                      ☎53-0583
開館時間  10：00 ～ 18：00
休 館 日  年末年始、資料整理日
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七尾市
総務課　　　　　　　　　　　　　☎53-1111
町会、庁舎の維持管理、条例、市営駐車場、統計調
査などに関すること。

総務課人権・男女共同参画室　　　☎53-1112
人権、消費者行政、男女共同参画社会の推進・啓発、
市民の相談などに関すること。

監理課　　　　　　　　　　　　　☎53-8747
市有財産の管理・処分、土地開発公社、法定外公共物、
地籍調査などに関すること。
※入札および契約に関すること。 　☎53-1118

監理課工事検査室　　　　　　　　☎53-1118
工事検査などに関すること。

地域づくり支援課　　　　　　　　☎53-8633
地域づくり協議会の支援、コミュニティセンターの
管理、地域おこし協力隊、市民憲章、国際交流、多
文化共生などに関すること。

農林水産課　　　　　　　　　　　☎53-8422
農林水産業の振興、土地改良事業、鳥獣対策などに
関すること。

産業振興課　　　　　　　　　　　☎53-8565
商工業の振興、移住定住、企業誘致、港湾活用など
に関すること。

交流推進課　　　　　　　　　　　☎53-8424
観光誘客、観光宣伝、イベント推進、スポーツ交流
などに関すること。

土木課　　　　　　　　　　　　　☎53-8425
市道の整備・維持管理、道路建設、河川、砂防、漁
港・港湾整備、建設行政の総合調整などに関すること。
※能越自動車道に関すること。　☎53-8453

都市建築課　　　　　　　　　　　☎53-8429
都市計画、市街地整備、区画整理、景観形成、市営
住宅、建築指導などに関すること。

農業委員会事務局　　　　　　　　☎53-8440
農地に関すること。

企画政策課　　　　　　　　　　　☎53-1117
総合計画、総合戦略、行財政改革、市内循環バス、
コミュニティ助成などに関すること。
※ふるさと納税に関すること。　☎53-3311

財政課　　　　　　　　　　　　　☎53-8455
財政運営、決算・予算に関すること。

秘書人事課　　　　　　　　　　　☎53-1110
市長・副市長および市の交際などに関すること。
※職員の任用、給与などに関すること。 　☎53-8465

議会事務局　　　　　　　　　　　☎53-8433
議会に関すること。

スポーツ・文化課　　　　　　　　☎53-8437
社会教育の振興、青少年の教育活動、市民スポーツ
の振興、体育施設の維持管理、文化財の調査・発掘・
管理、七尾城跡の保存活用、文化芸術の振興などに
関すること。

スポーツ・文化課国民文化祭準備室  ☎53-1125
国民文化祭に関すること

企画政策課デジタル戦略室　　        ☎53-1114
行政事務のデジタル化などに関すること。

監査委員事務局　　　　　　　　　☎53-8439
財務や事業の監査に関すること。

七尾鹿島公平委員会事務局　　　　☎53-8439
職員に対する不利益処分などの審査に関すること。

教育総務課　　　　　　　　　　　☎53-8434
学校の施設管理、教育委員会の庶務などに関すること。

学校教育課　　　　　　　　　　　☎53-5090
学校教育、教職員の指導などに関すること。

防災交通課　　　　　　　　　　　☎53-6880
防災、災害対策、原子力対策、緊急防災情報告知シ
ステム、交通安全などに関すること。

広報広聴課　　　　　　　　　　    ☎53-8423
広報、広聴、ケーブルテレビ、情報公開に関すること。
※ケーブルテレビの手続きに関すること。  　☎53-8699
※広報誌、ケーブルテレビの番組制作などに関すること。
　☎53-1130
環境課　　　　　　　　　　　　　☎53-8421
環境保全、環境美化、ごみの分別、公害、温暖化防
止、犬の登録、墓などに関すること。
上下水道課　　　　　　　　　　　☎53-8002
水道事業、下水道事業に関すること。
※給水工事、水質管理、量水器管理、漏水などに関す
　ること。　☎53-8432
※下水道の整備・維持管理、宅内の排水設備工事など
　に関すること。　☎53-8430
会計課　　　　　　　　　　　　　☎53-8416
現金出納および保管に関すること。
選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎53-1111
各種選挙に関すること。

福祉課　　　　　　　　　　　　　☎53-3625
障害者( 児) への支援、生活援護、民生委員、日本赤十
字などに関すること。

子育て支援課　　　　　　　　　　☎53-8419
保育園・認定こども園の利用、児童手当、子ども医
療費、出産祝金、ひとり親家庭などに関すること。

高齢者支援課　　　　　　　　　　☎53-8463
高齢者に関する相談、介護予防、介護保険料、介護
認定などに関すること。

保険課　　　　　　　　　　　　　☎53-8420
国民健康保険( 保険税を除く)、後期高齢者医療保険
に関すること。

健康推進課　　　　　　　　　　　☎53-3623
健康づくり、乳幼児健診(教室)、予防接種、特定健
診・保健指導、長寿健診、がん検診、新型コロナワ
クチン接種などに関すること。

税務課　　　　　　　　　　　　　☎53-8412
市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
などに関すること。
※納税、滞納整理に関すること。　☎53-8413

市民課　　　　　　　　　　　　　☎53-8417
住民票や戸籍の各種証明発行、住民基本台帳、戸籍
の届出・管理、マイナンバーカードなどに関すること。

年金・おくやみコーナー　　☎0120-770-372
国民年金、亡くなられた人の各種手続きなどに関す
ること。

■ 健康増進センターアスロン　☎68-6788
■ ななかリサイクルセンター　☎68-3200

■ のと里山里海ミュージアム　☎57-5100
■ ななか中央埋立場　　　　　☎53-5321

上下水道料金お客さまセンター　　☎53-8431
上下水道料金、水道の開栓・閉栓、名義変更に関す
ること。

役所の窓口
本庁（袖ケ江町）　開庁時間 8：30～17：15パトリア3階（御祓町）　開庁時間 8：30～18：30

ミナ．クル（神明町）　開庁時間 8：30～18：30

その他
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令和4年度
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市立図書館　                                      ☎53-0583
開館時間  10：00 ～ 18：00
休 館 日  年末年始、資料整理日
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電子申請ならこんなメリットが！
パソコンやスマートフォンを使って申請できます！

電子申請には２種類の方法があります！
申請可能な種類が異なります。

入力ミスや記入漏れを
チェックしてくれる！

来庁する必要が
なくなる！

24時間いつでも
申請ができる！

申請や届出の用紙、
ハンコが不要！

①七尾市電子申請サービス ②ぴったりサービス
（マイナポータルの電子申請機能）

■申請可能な手続きの分野（3月28日時点）

※市では行政手続きのオンライン化を順次進めており、今後
も利用できる申請手続きを拡充していきます。

利用方法や申請可能な手続きの詳細は「七尾
市電子申請サービス」のホームページをご覧
ください。

利用方法や申請可能な手続きの詳細は「マイ
ナポータル(ぴったりサービス）」のホーム
ページをご覧ください。

■申請可能な手続きの分野（3月28日時点）

※特に国民の利便性向上に資する手続き（子育て関係、介護
関係、被災者支援関係）は、 令和4年度中にオンライン手続
きを可能としていきます。

◆ 窓口での証明書発行手数料のキャッシュレス化（令和4年8月運用開始予定）
◆ 市公式LINEを活用した、窓口のオンライン予約（令和4年8月運用開始予定）
◆ 高齢者向けスマートフォン操作講習会の開講（令和4年度開講予定）

今後も、デジタル技術を活用した取り組みによる市民サービスの向上を図っていきます。

　電子申請を利用すれば、夜間や休日など時間を選ばず、自宅や外出先などの
遠隔地から「いつでも」「どこからでも」必要な手続きが申請できます。　　　　

今後広がるデジタル化の取組み

企画政策課デジタル戦略室　☎53-1114

七尾市電子申請サービス 検索 ぴったりサービス 検索

七尾市電子申請サービスが始まりました

国が運営する
オンラインサービスです。

マイナンバーカードに
よる電子署名が必須

全国共
通

七尾市
独自 全国共

通
七尾市

独自

子育て
4申請

介護
6申請

上下水道
3申請

まちづくり
1申請

施設
1申請

ケーブルテレビ
2申請

子育て
3申請

介護
1申請
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電子申請ならこんなメリットが！
パソコンやスマートフォンを使って申請できます！

電子申請には２種類の方法があります！
申請可能な種類が異なります。

入力ミスや記入漏れを
チェックしてくれる！

来庁する必要が
なくなる！

24時間いつでも
申請ができる！

申請や届出の用紙、
ハンコが不要！

①七尾市電子申請サービス ②ぴったりサービス
（マイナポータルの電子申請機能）

■申請可能な手続きの分野（3月28日時点）

※市では行政手続きのオンライン化を順次進めており、今後
も利用できる申請手続きを拡充していきます。

利用方法や申請可能な手続きの詳細は「七尾
市電子申請サービス」のホームページをご覧
ください。

利用方法や申請可能な手続きの詳細は「マイ
ナポータル(ぴったりサービス）」のホーム
ページをご覧ください。

■申請可能な手続きの分野（3月28日時点）

※特に国民の利便性向上に資する手続き（子育て関係、介護
関係、被災者支援関係）は、 令和4年度中にオンライン手続
きを可能としていきます。

◆ 窓口での証明書発行手数料のキャッシュレス化（令和4年8月運用開始予定）
◆ 市公式LINEを活用した、窓口のオンライン予約（令和4年8月運用開始予定）
◆ 高齢者向けスマートフォン操作講習会の開講（令和4年度開講予定）

今後も、デジタル技術を活用した取り組みによる市民サービスの向上を図っていきます。

　電子申請を利用すれば、夜間や休日など時間を選ばず、自宅や外出先などの
遠隔地から「いつでも」「どこからでも」必要な手続きが申請できます。　　　　

今後広がるデジタル化の取組み

企画政策課デジタル戦略室　☎53-1114

七尾市電子申請サービス 検索 ぴったりサービス 検索

七尾市電子申請サービスが始まりました

国が運営する
オンラインサービスです。

マイナンバーカードに
よる電子署名が必須

全国共
通

七尾市
独自 全国共

通
七尾市

独自

子育て
4申請

介護
6申請

上下水道
3申請

まちづくり
1申請

施設
1申請

ケーブルテレビ
2申請

子育て
3申請

介護
1申請

参議院石川県選挙区選出議員補欠選挙の投票日です
投票日 4 月24日（日） ≪告示日 4月7日（木）≫
ただし、候補者数によっては無投票となる場合があります。

七尾市で投票できる人

期日前投票・不在者投票はお早めに

郵便による不在者投票
身体に重度の障害があるなど一定の要件を満たし、かつ郵便等投票証明書の交付を受けた人や、新型コロ
ナウイルス感染症の患者などで外出自粛要請または隔離・停留の措置を受けている人は、郵便による不在
者投票ができます。詳しくは七尾市選挙管理委員会にお問い合わせください。

投票日当日の投票
投票所入場券などにより、投票場所や投票時間をあらかじめ確認の上、投票所にお越しください。
※石川県知事選挙と同様に、第12投票区投票所は七尾サンライフプラザ(健診ホール)から矢田郷地区コミュ
   ニティセンター(多目的ホール)に変更しています。

開　票　※会場の都合により、参観人の数に制限があります。
■場　所／七尾総合市民体育館
■日　時／4月24日(日)　21：15～(予定)

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策
・マスクを着用の上、お越しください。
・投票所には、手指消毒剤と飛沫感染防止のためのビニールの障壁を設置します。投票前後に手指
  消毒をお願いします。
・投票用紙記載台や鉛筆の消毒を行います。共用に不安がある場合は、鉛筆をご持参ください。
・周りの人と距離を保つようお願いします。

投 票 場 所 投 票 期 間 投 票 時 間
七尾市役所（本庁舎）
田鶴浜地区コミュニティセンター
中島地区コミュニティセンター
能登島地区コミュニティセンター
フォーラム七尾（パトリア4階）

4月  8日（金）～ 23日（土）

4月15日（金）～ 23日（土）

4月21日（木）～ 23日（土） 10：00 ～ 20：00

■年　齢／平成16年4月25日以前に生まれた人
■住　所／令和4年1月6日以前から引き続き市内に住所および住民登録がある人
☆入場券を郵送します
   告示日の後、投票所名や投票時間などを記載した「投票所入場券」を世帯主の人に郵送します。同一世帯

内に4人の選挙人がいる場合は1枚、5人以上の場合は人数に応じて複数枚のはがきが届きます。万一、
投票所入場券が投票日までに届かないときや紛失した場合でも、投票所で選挙人名簿を確認の上、投票
することができます。

●市内で転居された人
　令和4年3月18日(金)以降に転居された人は、転居前住所の投票所での投票となります。

七尾市選挙管理委員会（総務課内）　☎53-1111

  8：30 ～ 20：00

ひまつ
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新型コロナワクチン接種のお知らせ

健康推進課　☎53-3623

■ワクチンの種類と接種間隔

■ワクチンの効果と接種後の副反応

5歳～11歳

12歳～17歳

(出典：特例承認に係る報告書)

　3月7日(月)から、5～11歳の人に対する新型コロナワクチンの初回接種(1・2回目)を開始し
ました。接種券が届きましたら内容を確認し、接種を希望する人は必ず予約の上、接種してく
ださい。接種券が自宅に届いていない人は、健康推進課にお問い合わせください。

小児用(5～11歳用)ファイザー社ワクチンを3週間の間隔を空けて2回接種します。
(注意)ファイザー社ワクチンには、小児用(5～11歳用)と12歳以上用の2種類があります。

・5歳の誕生日前日から12歳の誕生日前々日までに1回目を接種する場合
　⇒2回とも小児用(5～11歳用)のワクチンを接種します。
　　ただし、12歳の誕生日前日までに2回目接種を終えた方が望ましい。

 ・12歳の誕生日前日以降に1回目を接種する場合
　⇒2回とも12歳以上用のワクチンを接種します。

　5～11歳の人における2回接種後7日以降の新型コロナウイルス感染症発症予防効果は、
90.7％と報告されています。(出典：特例承認に係る報告書)

※令和4年3年28日時点の情報です。最新の情報は、厚生労働省
　または市ホームページをご覧ください。

副反応症状が出た人の割合

50％以上

10 ～ 50％

  1 ～ 10％

注射した部分の痛み、腫れた感じ

頭痛、注射した部分の赤み・腫れ、筋肉痛、寒気

下痢、発熱、関節痛、嘔吐

　新型コロナワクチン接種を2回終え6カ月経過した人には、令和4年4月から順次追加接種(3回
目)の接種券を発送します。詳細は市ホームページなどに掲載します。

※他のワクチンとの同時接種はできません。他のワクチンを接種する場合は、新型コロナワク
チン接種前後に13日以上の間隔を空けてください。
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七尾ふるさと文庫館オープン
～七尾ゆかりの作品を紹介～
●2月12日(土)　市立図書館
　七尾市ゆかりの作家や漫画家の作品などを集めた

「七尾ふるさと文庫館」が、市立図書館内の一角を
リニューアルしてオープンした。式典で茶谷市長は

「七尾は文化のまちと言っても過言でないくらい多く
の作家がいる。たくさんの人に知ってもらいたい」
とあいさつ。石崎町出身の漫画家宮下英樹さんも同
席した。
　式典後は、宮下さんのトークショーとサイン会が
開かれ「歴史が苦手だったから、分かりやすい歴史
漫画を書こうと思った」と制作秘話を明かした。

冊子「伊能忠敬加能越を測る」を寄付
～伊能忠敬の偉業を届けたい～
●2月28日(月)　七尾市役所
　七尾高校第16期生の大星正嗣さん(伊能忠敬研究
会石川県支部会員)ら3人が、「伊能図」完成200年
を記念して発行された、冊子「伊能忠敬加能越を測
る」を20冊寄付した。伊能忠敬の生涯や、測量隊
がたどった当時の能登・加賀・越中の足跡などが収
録されている。
　大星さんは「伊能忠敬の偉業を、将来を担う子ど
もたちに知ってほしい」と話し、黒崎教育長は「冊
子を通して、子どもたちには伊能忠敬のように挑戦
する気持ちを持ってほしい」と感謝した。

第60回石川県学校給食調理コンクールで最優秀賞
～地場産物にこだわった和食献立～
●2月10日(木)　七尾市役所
　学校給食の内容充実や調理技術の向上のために行
われた、第60回石川県学校給食調理コンクールの
自由献立の部で七尾市チームが最優秀賞を受賞し、
黒崎教育長に報告した。
　小丸山学校給食センターの三宅章子さんは「能登
白ネギや能登豚などを使い、減塩してもおいしく食
べられるようにした和食献立です。デザートには能
登島りんごを能登産のブルーベリージャムとヨーグ
ルトで和え、カルシウムや鉄分を補うようにした」
と地場産物にこだわった献立を説明した。

自衛隊入隊予定者激励会
～使命感を胸に刻む～
●2月18日(金)　七尾市役所
　今春、七尾市から自衛隊に入隊する予定の松井
直統さん、三和聖さん、桜井蓮太さん、奥井広之
さんの激励会が開かれ、関係者が新たな門出を祝っ
た。茶谷市長は「厳しい訓練に励み、安心安全な
国造りのため尽力することを期待します」と励ま
しの言葉を送った。
　陸上自衛隊に入隊予定の松井さんは「立派な自
衛官になれるよう、勉学や訓練に励みます」と力
強く抱負を語った。4人は国民の安全を守る使命感
に満ちた表情を見せ、決意を新たにした。
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七尾鹿島地域安全ニュース	 七尾警察署・七尾鹿島防犯協会　☎53-0110

消防だより	 七尾鹿島消防本部　☎53-0119

七尾署管内の七尾署管内の犯罪情勢を犯罪情勢をお知らせしますお知らせします
　令和3年中の刑法犯認知件数(被害届が出された数)は158件で、前年より35件
減少しました。そのうち110件(70%)が窃盗犯です。手口別に見ると「住宅対象
侵入盗の80％」「車上ねらいの85％」「自転車盗の50％」が、鍵を掛けていなかっ
たため被害に遭っています。玄関や窓、車、自転車などには必ず鍵を掛けましょう。

窃盗犯の手口別認知件数(七尾署管内) 　 特殊詐欺の認知件数と被害金額(七尾署管内）

野外焼却 (野焼き) 野外焼却 (野焼き) は違法です！は違法です！
　七尾鹿島管内では、野焼きが原因と考えられる火災が発
生しています。野焼きが原因で、山火事や建物火災が発生
した例もあります。家庭の燃えるごみや落ち葉、枯草など
はごみ袋に入れて収集日に出し、事業活動のごみ(事業系
廃棄物)は許可業者に委託するなどして処理してください。

政令で定める焼却禁止の例外(一例）
・国または地方公共団体が施設管理に必要な焼却
・震災・風水害など、応急対策または復旧に必要な焼却
・風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要な焼却
・農林漁業を営むためにやむを得ず行われる焼却
※野焼きは原則禁止です。悪臭や煙害などの周囲の人に迷
惑になる場合は、例外にはなりません。

「火災とまぎらわしい煙又は火災を発するおそれのある行為の届出書」は、七尾鹿島消防本部ホームペー
ジに掲載してありますが、野焼きを許可するものではありませんので、注意してください。

                       年
 手口 Ｒ2 R3

住宅対象侵入盗 7 5
その他の侵入盗 15 2
乗り物盗 9 5
車上ねらい 14 7
万引 40 29
置引 11 19
その他の非侵入盗 46 43

合　　計 142 110

手
口
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レ
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Ｒ2 1 1 0円

Ｒ3 2 2 約200万円

七尾署管内の「特殊詐欺」は、還付金詐欺が2件で約200万円の被害
でした。県内では、30件で約2,850万円の被害がありました。引き
続き、お金やキャッシュカードを要求する不審な電話やメールに注意
してください。



詳細は の連絡先にお問い合わせください。

令和 3年度コミュニティ助成事業
 

　（一財）自治総合センターでは、
宝くじの社会貢献広報事業とし
て、コミュニティ助成事業を行っ
ています。宝くじの受託事業収入
を財源として、地域の自治意識と
連帯感を高めるコミュニティ活動
に対し、事業費を助成するもので
す。
　今年度採択を受けた能登島向田
町会が奉燈の修繕を、池崎町会が
防音対策用備品の整備を宝くじの
助成金で行いました。

能登島向田町会

池崎町会

企画政策課　☎53-1117

新型コロナウイルスの感染状況
により、イベントや説明会など
が中止・変更となる場合があり
ます。開催の有無など、詳細は
各問い合わせ先へご確認くださ
い。参加する際は、マスクの着
用など感染症対策にご協力をお
願いします。

市有地を一般競争入札で売却します
■公売物件(土地)

番
号 所在地

登記地目
数量(㎡ )
最低売却
価格(円)

①

田鶴浜町り
6 番 1 、元
鶴尾尻ル 1
番 1

宅地
1,948.48

16,400,000

② 中島町宮前
甲 6 番

宅地
1,764.43
7,770,000

【説明会】※参加は任意
■日時　 4 月15日㈮　14：00～
■場所　市役所本庁 1 階101会議室
■申込期限　 4 月14日㈭　17：00
【入札】
■日時　 4 月25日㈪
　　　　①14：00～　②14：30 〜
■場所　市役所本庁 1 階101会議室
■申込期限　 4 月21日㈭　17：00
※詳細は市ホームページでご確認
　ください。

監理課　☎53-8747

 市の人口 　	 　
令和 4 年 2 月28日現在
先月比較（△は減）※外国人含む
世　帯　21,806世帯　（△ 19)
人　口　49,958人　　（△104）
　男　　23,784人　　（△ 47）
　女　　26,174人　　（△ 57）
年齢別人口
　 0 ～ 20歳　 7,331人
　21 ～ 64歳　23,387人
　65歳～　　 19,240人
転入　 67人　　転出　127人
出生　 16人　　死亡　 62人
婚姻　 13件　　その他 2人

 納税のお知らせ 　	 　
固定資産税・都市計画税( 1 期)
納期限： 5 月 2 日㈪

 愛の献血 　	 　
4 月15日㈮
七尾市役所本庁舎横
9 ：45 〜 12：00
13：00 〜 16：00

※変更の場合があります。
献血の詳しい情報は
石川県赤十字血液センター 検索

 市のシンボル 　	 　
菜の花　　　　　　　　　 松

カモメ　　　　　　　 ハチメ

七尾市本府中町ハ部28-1

（七尾市役所向い ホテルルートイン前）

NANAONANAO
情報通情報通
お知らせと募集

このコーナーは敬称を省略します
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インフォメールななお登録のお願い
　インフォメールななおでは、気
象情報や避難指示などをメールで
案内します。そのほか、熊の目撃
情報や火災連絡などの情報発信
も行っています。
　自分の命を守るためにも携帯電
話などからぜひ登録してください。
■登録方法

下記メールアドレスに空メール
を送信、もしくは二次元コード
を読み取り空メールを送信。

　・メール
　　nanao@entry.mail-dpt.jp
　・二次元コード

防災交通課　☎53-6880

令和 4年度納税カレンダー
　市税の納期限を掲載した「納税
カレンダー」を配布しています。
■配布窓口
　ミナ.クル2 階　税務課
※納税通知書やホームページにも

掲載しますので、ご覧ください。
税務課　☎53-8413

　　　　　　　　　　　　　　　

マイナンバーカード申請窓口を
新型コロナワクチン接種会場に
併設します
　ワクチン接種後にマイナンバー
カード交付申請を希望する人は、
申請窓口を設けていますので、ご
利用ください。
■日時　ワクチン接種日時と同じ
　　　　(土、日曜日のみ)
■場所　矢田郷地区コミュニティ
　　　　センター
■必要なもの　無し

市民課　☎53-8417

マイナンバーカード
受け取り専用の休日窓口を
開設します
　マイナンバーカード交付申請を
行った後、受け取りに来庁されて
いない人を対象に、休日交付窓口
を設けます。
※事前に電話予約が必要です。
■日時　 4 月24日㈰
　　　　 9：00～12：00
■場所　ミナ.クル2 階　市民課
■必要なもの
　・交付通知書(はがき)
　・本人確認書類
　　※顔写真付きは 1 点
　　　顔写真無しは 2 点
　・通知カード

市民課　☎53-8417

　　　　　　　　　　　　　　　

生ごみ処理機購入費補助
　市内に住所がある人を対象に、
家庭用に使用する電気生ごみ処理
機購入費を補助します。
■補助率　 1 / 2 (上限 3 万円)
※事前申請が必要です。
 生ごみ処理機 検索

環境課　☎53-8421

大型連休中のごみの持ち込み
月日

種類
４ 月 ５ 月

２９日
（金・祝）

３０日
㈯

1 日
㈰

2 日
㈪

3 日
（火・祝）

4 日
（水・祝）

5 日
（木・祝）

①・燃えるごみ
　・乾電池、蛍光管、空きびん、
　　鏡など(一般家庭のみ)

ななかリサイク
ルセンター ○ △ × ○

②・埋立ごみ
　・金物類
　・小型家電　など

ななか中央埋立
場 × △ × ○ ×

③・新聞紙、雑誌等、ダンボール、
　　アルミ缶、ペットボトル

常時資源ごみ
集積所えーこ屋

○
(注)

×

■受付時間　○⇒ 9 ：00～16：00　△⇒ 9 ：00～1２：00　×⇒休み
(注)田鶴浜、中島、能登島のえーこ屋は休みです。
※場所、料金などは「家庭ごみ収集カレンダー」裏面でご確認ください。

①ななかリサイクルセンター　☎６８-３２００　　②ななか中央埋立場　☎53-5321　　③環境課　☎53-8421
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詳細は の連絡先にお問い合わせください。

資源物回収事業推進奨励金
～市民団体でリサイクル～
　町会や子ども会などが実施する
資源物回収事業に対し、回収量に
応じて奨励金を交付します。
　実施予定の団体は、あらかじめ
資源物回収団体の登録が必要です。
■対象
　町会、子ども会、小・中学校
　PTAなど
■資源物の種類と奨励金の額
　古紙：新聞紙、チラシ、雑誌、
　　　　段ボール( 2 円/kg)
　空き缶：アルミ缶( 3 円/kg)
　ビン：清酒( 1 升)、ビール、
　　　　ジュースなど( 3 円/本）
 

環境課　☎53-8421

不要品活用銀行
～学生服は制服バンクへ～
■ゆずります

学習机、たんす、パソコン机、
テレビ台、子ども用整理棚、腹
筋トレーニングベンチ、チャイ
ルドシート

■ゆずってください
スノーウェア（男性Ｌ、男子
120 ～ 140cm）

※市内居住者限定、電気製品不可
※登録不要となった場合は要連絡
※市内幼保園・小中学校、県内高

校の制服は、制服バンクをご活　
用ください。詳細は親子ふれあ
いランド(☎52-1476)にお問い
合わせください。
環境課　☎53-8421

戦没者等のご遺族の皆さまへ
第11回特別弔慰金の手続きは
お済みですか
■支給対象

戦没者等の死亡当時のご遺族
で、令和 2 年 4 月 1 日現在にお
いて公務扶助料や遺族年金など
を受ける人(戦没者等の妻や父
母など)がいない遺族の一人

■請求期限
　令和 5 年 3 月31日㈮

※請求期限を過ぎると第11回特
別弔慰金を受けることができ
なくなりますので、ご注意く
ださい。

■支給内容
　額面25万円
　( 5 年償還の記名国債)

福祉課　☎53-8418

国民健康保険の異動手続きをお忘れなく
　国民健康保険の加入・喪失は、自動的には行われません。忘れずに14日以内に手続きをしてください。郵送
による手続きも可能です。

こんなとき 手続きに必要なもの
国民健康保険に加入するとき

（職場の健康保険をやめたとき）
・国民健康保険資格取得届(注)
・健康保険の喪失日が記載された証明書
　(加入者全員の氏名と喪失日が分かるもの)

国民健康保険をやめるとき
（職場の健康保険に加入したとき）

・国民健康保険資格喪失届(注)
・新しい健康保険の保険証
・国民健康保険証

修学のため市外に住所を移すとき
※手続きによって七尾市の保険証をそのまま

使うことができます。

・国民健康保険法第116条該当届(注)
・転出する人の国民健康保険証
・有効期限が記載された学生証または在学証明書
　※在学中は毎年更新手続きが必要です。

(注)郵送による手続きのみ必要です。
全ての手続きには、以下の①②が必要です。(郵送による手続きの場合は写しを同封してください)
①窓口に来る人の本人確認書類(マイナンバーカード、運転免許証など)
②世帯主と対象者のマイナンバー (個人番号)を確認できるもの
※75歳到達により後期高齢者医療制度に移行する場合、手続きは不要です。
※他の健康保険(職場の健康保険など)に加入した場合、医療機関を受診する際は国民健康保険の被保険者証を

使用しないでください。使用した場合は、後日、国民健康保険で負担した医療費を返還していただきます。
保険課　☎53-8420
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手話奉仕員養成講座(基礎編)
受講者募集
　七尾市と中能登町にお住まいの
入門編修了者が対象の手話講座で
す。耳が聞こえない人とのコミュ
ニケーションを楽しみましょう。
■日時　 5 月17日㈫～12月13日㈫
　　　　19：00～21：00
　　　　（毎週火曜日、全30回）
■場所　ラピア鹿島
■定員　20人(先着順)
■費用　6,300円(教材費)
　　　　※テキストは入門講座と
　　　　　同じものを使います。　
■申込期限　 5 月11日㈬
※入門編は 6 月24日㈮からパトリ

アにて開講予定です。詳細は広
報ななお 6 月号に掲載します。
福祉課　☎53-8464

　　　　　　　　　　　　　　　

給付金・助成金の確認書の
提出を忘れていませんか。
　住民税非課税世帯等に対する臨
時特別給付金・暖房費助成金の確
認書をお手元に保管されている人
は、至急提出してください。
■期限　確認書発送日から 3 カ月
■方法　届いた確認書に必要事項
　　　　を記入し、必要書類と合　　　
　　　　わせて返信用封筒で返送
■支給額　給付金　100,000円
　　　　　暖房費　　5,000円

福祉課　☎53-3625

　　　　　　　　　　　　　　　

学校給食費無償化
　18歳未満の子のうち、年長の子
から数えて 3 番目以降の子で、小
中学校に在籍している児童生徒の
給食費を無償化します。
　学校から案内がありますので、
ご確認ください。

教育総務課　☎53-8435

児童扶養手当が 4月分から減額します
　2021年全国消費者物価指数が下
がったことにより、児童扶養手当
額が 0 . 2 ％減額されます。
■手当の額
子ども 令和 4 年

3 月分まで
令和 4 年
4 月分から

1 人目 10,180円～
43,160円

10,160円～
43,070円

2 人目 5,100円～
10,190円

5,090円～
10,170円

3 人目
以降

3,060円～
6,110円

3,050円～
6,100円

■児童扶養手当とは
ひとり親家庭などの生活安定と
自立促進、子どもの福祉増進を
図ることを目的に支給される手
当です。

子育て支援課　☎53-8445

　　　　　　　　　　　　　　　

市営住宅入居者募集
■募集住宅
　・奥原住宅　　・大津住宅
　・古府住宅　　・相馬住宅
　・後畠住宅　　・中島住宅
　・和倉住宅　　・要貝住宅
　・万行住宅　　・代本住宅
　・馬場住宅　　・舘山住宅
※空きがない住宅には、待機者と

して応募することができます。
待機できる期間は令和 5 年 3 月
31日までです。

■注意事項
　・家賃は所得に応じて決まりま

す。(10,200円～54,000円)
　・入居時の敷金は家賃 3 カ月分

です。
■申込期限　 4 月19日㈫
※入居資格の詳細はお問い合わせ

ください。
都市建築課　☎53-8429

出産祝金の増額
　令和 4 年 4 月 1 日以降に出生し
た子どもに対する出産祝い金とし
て、これまでの商品券 2 万円に加
え、新たに現金10万円を交付しま
す。
※申請については、出生届を提出
　した際にご案内します。

子育て支援課　☎53-8845

　　　　　　　　　　　　　　　

令和 4年度の国民年金保険料は
月額16,590円です
　国民年金保険料の納付には口座
振替が便利です。
■口座振替の申込窓口

口座振替を行う口座がある金融　
機関、年金事務所

■持ち物
基礎年金番号が分かるもの(年
金手帳など)、通帳、金融機関
への届け出印
七尾年金事務所　☎53-6511

　年金・おくやみコーナー
　☎0120-770-372

　　　　　　　　　　　　　　　

4 月 1 日から「石川県動物の
愛護及び管理に関する条例」
が施行されます
■飼い主が守ること
　・最後まで飼う
　・迷惑をかけない
　・増やしすぎない
　・所有者明示する
　・逃がさない
　・災害に備える
　・犬はつないで飼う
　・猫は家の中で飼う
※犬や猫を合わせて 6 頭以上飼う

場合、保健所に届出が必要です。
※詳細は県ホームページをご覧く

ださい。
石川県健康福祉部薬事衛生課

　☎076-225-1443
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詳細は の連絡先にお問い合わせください。

和倉温泉春花火
　今年は桜をテーマにした15分間
の花火です。
■日時　
　 4 月16日㈯　20：30～20：45
　荒天時翌日( 4 月17日㈰)順延
■会場　主会場なし
※詳細は和倉温泉のホームページ
　をご確認ください。

和倉温泉旅館協同組合
　☎0767-62-1555

　　　　　　　　　　　　　　　

青柏祭「曳山行事」のお知らせ
　青柏祭でか山保存会のホーム
ページに今年の青柏祭の開催概要
などを掲載しています。新型コロ
ナウイルス感染症対策のため、今
年は一般の人は曳き手として参加
できませんので、ご了承ください。

 青柏祭でか山保存会 検索

二次元コードを
読み取ってホー
ムページをご覧
ください。

交流推進課
　☎53-8424

法律相談開催
■開催日
　 4 月 7 日㈭、14日㈭、21日㈭、
　28日㈭　
■時間　13：30～16：00
■場所
　パトリア 5 階フォーラム七尾
■申込方法
　相談日前日の17時までに電話予約
■定員　 5 人(先着順)
■相談料　5,500円
※負担が困難な人で、法律援助資

力基準に該当する場合は無料。
　クレサラ相談は初回無料。

金沢弁護士会　☎076-221-0242

　　　　　　　　　　　　　　　

自死遺族交流会(J交流会)
　自死遺族の人が寄り添い、互い
に共感することで、心が安らぐ時
を過ごせる場を提供しています。
■日時　 5 月 7 日㈯
　　　　14：00 ～ 16：00
■場所　金沢市内(会場は連絡時　
　　　　にお知らせします)

石川県こころの健康センター
　☎076-238-5750

企画・デザイン・撮影・編集・DTP・印刷
製本と一貫したラインで、パンフレット・
広報誌・販促チラシなどの商業印刷物など
を取り扱っております。

魅力ある紙面で
見る人を笑顔に。

第一印刷株式会社
Tel.0767-53-3800

■本社／七尾市古府町へ部34-1
■金沢営業所／金沢市諸江町中丁260-1

info@daiichiprint.co.jp

DDppDp
daiichiprindaiichiprinttdaiichiprint

能登・七尾から
いろんな元気を発信中！

塩味の革命。
淡麗清湯塩拉麺

今月の特集

今月の特集

忘年会＆新年会シーズン♪

特集  激うまラーメン
あの有名店が能登に！

石川をもっと楽しく・面白くする地域情報誌

ゾーンマガジン

能登・七尾からいろんな元気を発信中！

株式会社 政 浦　 七尾市古府町へ部37番地
Tel. 0767-52-8382  http://www.zoun.jp
第一印刷株式会社　七尾市古府町へ部34-1
Tel. 0767-53-3800
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加入の申し込みは　
☎53-8699(平日8：30 ～ 17：00)

【今月のニコニコちゃんねる】【今月のニコニコちゃんねる】
4月4日(月) ～ 10日(日)
魅力発信！ふるさと七尾

11日(月) ～ 17日(日)
講演「地域コミュニティ施設と地域活性化」
金沢大学名誉教授 浅野 秀重 氏

18日(月) ～ 24日(日)
介護予防「認知症対応アドバイス」

25日(月) ～ 5月1日(日)
第33回 わんぱく相撲 七尾・中能登大会
※放送内容が変更となる場合があります。

ケーブルテレビにケーブルテレビに
加入して加入して

地域密着の自主放送地域密着の自主放送
「ニコニコちゃんねる」「ニコニコちゃんねる」

を楽しみませんかを楽しみませんか
 加入のメリット

・市内のイベントや学校行事などを
放送する自主放送やBS・CSなどの
衛星放送が楽しめます。

・アンテナが不要です。

 引込工事負担金

・テレビのみ加入……………  3万円

・インターネットのみ加入…  3万円

・テレビ・インターネット同時加入
　………………………………  5万円

 テレビ月額使用料(税込み)

・Ａコース(地上波放送 + 自主放送)
　…………………………… 1,100円

・Ｂコース(Aコース + BS放送)
　…………………………… 2,420円

・Ｃコース(Bコース + CS放送)
　…………………………… 3,740円

※NHK放送受信料は含みません。

 インターネット月額使用料(税込み)

4,114円～6,204円
(通信速度やテレビのコースで料金が
異なります)

問ケーブルテレビななお(広報広聴課)
　☎53-8699
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児童・ひとり親・女性相談
相談担当者：担当職員 養育・家庭生活・ＤＶなど パトリア3階

相談室ほか 毎週月～金曜日 8:30 ～ 17:15

結婚相談
相談担当者：七尾市認定結婚相談員（縁結びist） 結婚に関する相談 パトリア５階

フォーラム七尾
毎月第１～
第４火曜日 17:30 ～ 19:30

 子育て支援課　☎５３-８４４５

親と子のなんでも電話
相談室（オアシスライン）

対象：小中高生およびその保護者
内容：悩んでいること、困っていることなど

（相談専用電話　☎52-0783）
毎週月～金曜日 13:00 ～ 16:00

 スポーツ・文化課　☎５３-３６６１

こころの健康相談
相談担当者：保健師 心の健康に関する相談 パトリア3階

相談室ほか 毎週月～金曜日   8:30 ～ 17:15

 健康推進課　☎５３-３６２３

今月の市民相談
相談の種類 主な内容 場　所 相談日 時　間

消費生活相談
相談担当者：担当職員 悪質商法などの消費者トラブル

本庁
市民相談室

毎週月～金曜日 8:30 ～ 17:15

法律相談（予約制・先着５人）
相談担当者：弁護士

借家・借地・金銭貸借・多重債
務・相続・離婚などの法律問題

4月 8日（金）
4月22日（金） 13:00 ～ 15:30

クレ・サラ相談（予約制・先着５人）
相談担当者：弁護士

クレジット会社やサラ金の借り
入れ・連帯保証など金銭問題 4月11日（月） 13:30 ～ 16:00

登記相談（予約制・先着４人）
相談担当者：司法書士、土地家屋調査士

相続・登記・財産管理・多重債
務・土地の境界 4月15日（金） 13:00 ～ 15:00

※法律相談、クレ・サラ相談、登記相談は1人30分以内

行政困りごと相談
相談担当者：行政相談委員

国・県・市などの行政機関に対
する意見や要望など 本庁

市民相談室

4月18日（月）
5月 2日（月） 13:00 ～ 15:00

市民くらしの相談
相談担当者：民生児童委員、人権擁護委員

日常生活の困り事（民生児童委員） 毎月第１、３水曜日 13:00 ～ 15:00人権相談（人権擁護委員） 毎月第２、４水曜日

行政・市民くらしの相談
相談担当者：行政相談委員、人権擁護委員

行政相談、日常生活の困り事、人
権相談

能登島地区コミュニティセンター
4月20日（水）

10:00 ～ 12:00
田鶴浜地区コミュニティセンター
中島地区コミュニティセンター 13:00 ～ 15:00

女性なんでも相談
相談担当者：担当職員

女性の悩み・ＤＶなど
（電話相談あり　☎53-1112）

本庁
市民相談室 毎週火曜日 13:00 ～ 17:15

※以上4つの相談受付は終了の20分前まで
 総務課人権・男女共同参画室　☎５３-１１１２
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※祝日は除きます。事情により中止する場合があります。
※当日は、マスクの着用など新型コロナウイルス感染症
　対策にご理解、ご協力をよろしくお願いします。

㈱西川総合建築／にしけん事務所
　　　 　　代表取締役　 西川剛志

本気で何かを成し遂げたい、そう思った時
壁にぶつかって立ち止まる人、迷っている人
乗り越えようとする人、諦めて引き返す人
本気とは逃げ道の退路を断つという事
中途半端なら最後は逃げ道をたどってしまう
全ての退路を断った時、人は本気になれる

にしけんさんブログ
♥60回目♥
にしけんさんブログ
♥62回目♥

♥新築＆リフォーム♥

全棟自由設計
《構造計算専門店》

㈱西川総合建築／にしけん事務所
 七尾市本府中町ヲ部５番地２
TEL  0120-911-018

【代表取締役  西川剛志】

家の新築やリフォームでお悩みの方
病院、工場、事務所、店舗、住宅…
木の温もりある建物。可能性は無限大。



※変更になる場合がありますので、最新情報を新聞または市ホームページで確認し、必ず医療機関に電話して受診してください。
※当番薬局へ行く場合は、事前に電話連絡（各店共通携帯電話 090-1310-3909）をしてください。開局時間以外も対応します。

 健康推進課　☎５３-３６２３ 七尾市休日当番医 検索

今月の休日医療
休日歯科当番医
9：00 ～ 12：00

休日当番薬局
9：00 ～ 12：00( 開局時間）

休日在宅当番医
9：00 ～ 12：00

小児休日当番医
9：00 ～ 12：00
（七尾市・中能登町・羽咋郡市）診療科目

4月10日
（日）

マツモト歯科医院
☎53-4180

御祓町

みそぎ薬局
FAX52-8281

小島町

浜野クリニック
☎52-3261

小島町
内科・外科

志賀クリニック
☎0767-32-5307
志賀町高浜町辻口医院

☎66-0118
中島町浜田

外科・
循環器科

4月17日
（日）

今井歯科医院
☎52-2684
小丸山台

神明あおぞら薬局
FAX53-8932

神明町

荒井皮ふ科クリニック
☎53-0134

神明町
皮膚科

公立能登総合病院
☎52-6611

藤橋町かじ内科クリニック
☎76-0002
中能登町二宮

内科・
消化器内科

4月24日
（日）

木元歯科クリニック
☎53-5151
北藤橋町

瀬川薬局
FAX53-3557

鍜冶町

北村病院
☎52-1173

御祓町
内科

恵寿総合病院
☎52-3211

富岡町森クリニック
☎54-8688

国分町

胃腸外科・
肛門外科・内科

4月29日
（金・祝）

梅歯科医院
☎53-5544

山王町

さくら薬局七尾店
FAX52-9381

小丸山台

三林内科胃腸科医院
☎54-0350

府中町

内科・
胃腸内科 公立能登総合病院

☎52-6611
藤橋町桑原母と子クリニック

☎52-4103
国分町

産婦人科
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☎84-1175 ☎53-1500
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企画展
「七尾市少年科学館のあゆみ」

昭和20年代初期から平成30年まで活動した、七尾市少年科
学館の歩みを紹介します。
■会　期　5月16日(月)まで　9：00～17：00
■休館日　火曜日(祝日の場合は開館)
■観覧料　無料

●企画展関連イベント「小牧旌
せい

先生の植物スケッチぬり絵」
　植物スケッチに色を塗ってポストカードやしおりを作ります。
　日　時：4月23日(土)  13：30～14：20、14：40～15：30
　定　員：各10人(要申し込み)
　参加費：100円

●環境学習講座「七尾湾のアマモ 〜みて、さわって、かじってみよう〜」
　環境をテーマにした簡単で面白い科学体験をします。
　日　時：5月8日(日)　14：00 ～ 16：00
　定　員：小学生12人(要申し込み)
　協　力：(一社)わくわく自然科学館
　参加費：無料

新型コロナウイルスの感染状況により、今後予定を変更する場合があります。最新情報は各館ホームページなどでご確認ください。

4/23

5/22
8/28
まで

5/16
まで

等伯展のシリーズ27回目となる本展。幽
ゆうげん

玄なる水墨の山水
図や仙人図、一方、華やかな金地や着色豊かな花鳥図など、
北陸初公開作品3点を含む18点をお楽しみください。
■会　　期　4月23日(土) ～ 5月22日(日)
■開館時間　９：00～17：00(入館は16：30まで）
■観　覧　料　一般800円、大高生350円、中学生以下無料
　　　　　　(祝日は70歳以上700円)
■休　館　日　会期中無休

協会員による個性豊かな現代ガラス作品が出品される展覧
会。巡回最終館である当館では、77人の新作を前期と後期
に分けて展示します。また、創立50年を記念した「ガラス
アートの先輩たち」展を開催。日本のガラスアートの発展
に貢献した、協会功労者15人の作品を合わせて紹介します。
■会　　期　前期　5月29日(日)まで
　　　　　　後期　6月4日(土) ～ 8月28日(日)
■開館時間　9：00～17：00(入館は16：30まで）
■観　覧　料　一般800円、
　　　　　　中学生以下無料
　　　　　　(祝日は70歳以上700円)
■休　館　日　第3火曜日

JGAA賞受賞作品
link ／朝倉祐子／ 2021年

ポストカード(見本)

池辺 晋一郎 相良 容子 木村 綾子 近藤 洋平

いしかわ・金沢
「風と緑の楽都音楽祭2022in七尾」

4/27

金沢の街がクラシックに染まる風と緑の楽都音楽祭。今年も
プレイベントとして、能登演劇堂に音楽祭がやってきます。ナ
ビゲーターの池辺晋一郎さんによる愉快でワクワクするトー
クと共にクラシック音楽の世界をお届けします。
■日　時　4月27日(水)　13：30開演
■司　会　池辺晋一郎
■出　演　相良容子(ピアノ)、木村綾子(ソプラノ)、近藤洋平(テノール）
■料　金　1,000円(自由席)
※一部小中学生の団体鑑賞の座席があります。
※当日は、マスクの着用や手指の消毒、
　検温など、新型コロナウイルス感染
　症対策にご協力をお願いします。

日本ガラス工芸協会　創立50年記念
「’21日本のガラス展」

長谷川等伯展
～水墨・濃淡の妙VS着色・彩りの美～

「四季花鳥図屏風」（左隻）長谷川等伯筆　個人蔵

※展覧会「織部と唐津」「旅の目的地」は4月17日(日)まで開催します。
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市立図書館のホームページでは、図書館の最新情報が見られます。蔵書検索や
図書の予約(事前に登録が必要)もできます。ぜひご利用ください。

　市立図書館　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎53-0583
　矢田郷地区コミュニティセンター図書室　　　　　☎53-3662
　田鶴浜地区コミュニティセンター図書室　　　　　☎68-3336
　中島地区コミュニティセンター図書室　　　　　　☎66-8000

七尾市立図書館 検索

新 着 情 報
読んで、旅する。
～旅だから出逢えた言葉Ⅲ～
　	 　
伊集院　静　著　《小学館》

水中の哲学者たち
　	 　
永井　玲衣　著　《晶文社》

会員制会報誌「シグネチャー」に10年以上
連載されてきた中から集められた41話の珠
玉の紀行文集です。旅を自由に楽しめない今
だからこそ、この本を読んで旅気分を味わっ
てみませんか。

学校や企業などいろいろなところで開催され
ている1つのテーマについて、皆でじっくり
考え聴きあう「哲学対話」。この本は、哲学
研究者の著者が日々出会ったことや、「哲学
対話」の場で起こったことなどを綴ったエッ
セイ集です。

図書館からのお知らせ

弁護士法人出口法律事務所七尾事務所
弁護士 宮崎 昇一郎

（金沢弁護士会 所属）

日時:4月16日(土)10:00～15:00
＊秘密厳守＊

＊事前予約制＊

交通事故、相続、離婚、債務等

お困りごとをお気軽にご相談ください。

無 料 法 律 相 談 会

TEL:0767-52-0008 
予約受付時間平日9:30～17:00

七尾市亀山町3-1
七尾郵便局横七尾駅より
徒歩５分（駐車スペース有）

みんなの本棚
23日はななお家

うち
読
どく
の日

○だっこだっこのおはなし会(乳幼児向け)
　日時：4月11日(月)　11：00 ～
○かみしばい劇場(幼児から小学生向け)
　　日時：4月16日(土)　10：30 ～
○子ども読書の日記念「楽しいむか～しのおはなし会」
　(幼児から小学生向け)
　日時：4月23日(土)　14：00 ～ 14：45
　定員：先着10組(要予約)
※新型コロナウイルスの感染状況により、今後の予定が変更になる
　場合があります。最新情報は市立図書館へお問い合わせください。

電線結束業務（ハーネス製造）
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コップの水
　二宮尊徳(金治郎)の「たらいの水」の法則はよく

聞く話かと思います。水を張った「たらい」で自分
の方に引き寄せようとすると反対側に逃げてしま
い、逆に相手の方に押しやると自分の方に返ってく
る。情けは人のためならずともいいますが、相手に
与えると巡り巡って、やがて自分の方に返ってくる
ということです。
　私には娘が３人いますが、子どもたちから学ぶこ
とも多いです。先日、七尾看護学校の卒業特別講義
でも話をしましたが、コップの中に半分の水が入っ
ているとします。半分に減ってしまったとマイナス
に思うのか、まだ半分あるとプラスに捉えるのかに
より、心の豊かさや感じ方が変わるということです。
人は他人に対して、何かと欠点やマイナスの面が目
につき、非難や批判をすることがあります。それよ
りも多くのプラスの面に目を向けることにより、心
が豊かになる気がします。ある人は、批判からは何
も生まれないともいいます。
　七尾市も人口減少や過疎化が目につきますが、豊
かな自然やそこで育まれる食、地域に根付いた伝統
や文化など、まだまだ素晴らしい「もの」や「こと」
がたくさんあります。そこにしっかりと目を向ける
ことが大切だと感じています。

Vol.6

茶 谷　義 隆



スマートフォンアプリ
「マチイロ」
https://machiiro.town/lp/
ishikawa_nanao

多言語対応「Catalog Poket」
＊この広報誌は、限られた資源を大切にする
　ために、古紙配合率100％再生紙と大豆油
　インキを使用しています。

本誌掲載の写真・記事・イラストなどの無断転載を禁じます。
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掲載を希望する人は、広報広聴課（☎53-1130）
までお気軽にご連絡ください。
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　今月は七尾市電子申請サービスの取り組みを紹介しています。電子申請は、お手持ちの「パソ
コン」や「スマートフォン」などから電子的に申請などを行えるサービスです。申請する場合は、「利
用者登録」をしておけば氏名や住所などの登録した情報が自動で入力され便利です。今後は窓口
の証明書発行手数料のキャッシュレス化など、デジタル化の取り組みが広がっていきます。まずは
住民票のコンビニ交付を利用して、デジタル化を体験してみようと思います。(小林)
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赤色大好きな兄とピンク色大好きな妹。

これからもそれぞれの個性を大切にして、

毎日を仲良く楽しく過ごしていってくだ

さい！

（父：明能／母：友世）鍜冶町

平成30年
7月6日
生まれ

令和2年
2月7日
生まれ

森
も り

山
や ま

 能
の

乃
の

葉
は

ちゃん（左）　 友
ゆ う

登
と

くん（右）

急募!!

かぼちゃ＆
さつまいも大好き

お歌上手に
歌えるよ！


